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はじめに 

１. 計画の目的 

本県嶺北地域における公共交通は、住民や来訪者の移動を支えるため、鉄道や路線バス、各

市町のコミュニティバス等が運行されています。これらの公共交通は、健康や福祉、観光、教

育、環境など、まちづくりにおける様々な分野で重要な役割を担っており、私達の暮らしに欠

かせない社会基盤となっています。 

しかし、近年の人口減少や少子高齢化の進行、新型コロナウイルス感染症の影響等により公

共交通の利用者が大きく減少するとともに、運転士不足も相まって事業者の経営は厳しい状況

に直面しています。 

 

一方、令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀開業は、県勢を大きく飛躍させる１００年に一

度のチャンスであり、公共交通は新幹線駅から地域全体へ開業効果を波及させるために極めて

重要です。 

また、近年においては、ＡＩ・ＩＣＴ等技術革新の進展やDXの推進により、ＭａａＳ

（Mobility as a Service）やAIオンデマンド交通、カーボンニュートラルに向けた次世代型

車両の導入など新たなサービスが提供されており、これらの手法の導入を進めることにより、

公共交通のさらなる利便性の向上や効率化を図ることができます。 

 

厳しい状況にある本県の公共交通にとって、こうした千載一遇ともいえるチャンスを活かす

ことにより、困難な課題を乗り越え、将来にわたって持続可能な公共交通ネットワークを構築

する必要があります。 

そのためには、福井県長期ビジョンの基本理念である「「安心のふくい」を未来につなぎ、

もっと挑戦！もっとおもしろく！」に沿って、地域住民や利用者、公共交通事業者、行政等が

連携・協力して、今一度公共交通の大切さを自分事として考え、新たな発想や取組みを進め、

新幹線開業という新たな時代にふさわしい公共交通政策を推進していくことが重要です。 

 

また、地域公共交通の活性化および再生に関する法律の改正により、各地域において公共交

通計画を作成することが努力義務化されました。 

 

以上を踏まえ、今後の嶺北地域全体の公共交通に関する目標や取組みの方向性を示す計画と

して「嶺北地域公共交通計画」を策定します。 
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２. 位置付け 

「地域公共交通の活性化および再生に関する法律」第５条に基づく法定計画「地域公共交通計

画」として、福井県と福井県嶺北地域の各市町の共同により、上位関連計画との整合を図り、策

定します。 

 

 

 

３. 計画の区域 

計画区域は福井県嶺北地域（福井市・大野市・勝山市・鯖江市・あわら市・越前市・坂井市・

永平寺町・池田町・南越前町・越前町）を対象とします。 

 

 

 

４. 計画の期間 

計画期間は令和６年１月から令和 11年３月までとします。 

 

  

【県上位計画】

・福井県長期ビジョン

・第２期ふくい創生・人口減少対策戦略

【市町上位計画】

・総合計画

・総合戦略

【県関連計画】

・福井県都市計画マスタープラン

・ふくい観光ビジョン

・福井県高速交通開通アクション・

プログラム

・ＦＩＲＳＴ２９１

～北陸新幹線開業プラン～

・福井県障がい者福祉計画

・福井県環境基本計画 等

【市町関連計画】

・都市計画関連計画

・観光関連計画

・新幹線関連計画

・福祉関連計画
・環境関連計画

等

嶺北地域公共交通計画 地域公共交通計画
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I 嶺北地域をとりまく環境 

１. 位置・地勢・気候 

・本県は、敦賀市と南越前町を境に、北東部を嶺北地域、南西部を嶺南地域に大別してい

ます。嶺北地域は、福井市・大野市・勝山市・鯖江市・あわら市・越前市・坂井市・永

平寺町・池田町・南越前町・越前町の 11市町からなり、県の北部に位置しています。 

・西は日本海に面し、山地を境に東は岐阜県、南は本県嶺南地域・滋賀県、北は石川県に

接しており、面積は約 3,091km2と福井県全体の約 74％を占めています。 

・気候は地形や季節風の影響により、夏は蒸し暑く、冬は気温が低く、降雪が多い地域と

なっています。このため、台風や大雪の影響により鉄道やバスが運休するなど、公共交

通機関の運行に支障が生じる場合があります。 

（付属資料 P１-2参照） 

 

２. 人口 

１）人口の推移 

・福井県の人口は、平成 12 年の約 83 万人をピークに減少を続けており、令和２年時点で

約 77万人、25年後（令和 27年）には約 61万人に減少すると推計されています。 

・嶺北地域の人口も同様に平成 12 年の約 68 万人をピークに減少を続けており、令和２年

時点で約 63万人、令和 27年には約 51万人に減少すると推計されています。 

・年齢３区分別人口は 15歳未満（年少人口）、15～64歳（生産年齢人口）が減少傾向、65

歳以上（老年人口）が増加傾向と少子高齢化が進んでいます。 

・特に、15～64 歳（生産年齢人口）の減少が著しく、25 年後の令和 27 年には令和２年の

355 千人から 260 千人まで減少すると予測されています。 

・今後、全ての市町で人口減少および少子高齢化が進行すると予測されているため、人口

減少を踏まえた持続可能な交通ネットワークの構築が求められています。 

（付属資料 P3-5参照） 

２）人口分布 

・人口分布においては、福井市や坂井市、鯖江市、越前市で人口が増加している地域が見

られますが、郊外部をはじめ多くの地域で人口減少が進んでいます。 

・人口が増加している地域は、鉄道沿線で多く見られます。 

（付属資料 P6参照） 

 

 

  

  

Point 
Ⅰ-① 今後、全ての市町で人口は減少し、少子高齢化が進行。特に、通勤通学利用が見

込める生産年齢人口（15-64歳）は大幅に減少。 

Point 
Ⅰ-② 一部、鉄道沿線には人口が増加しているエリアも見られるが、郊外は人口減少が

顕著であり、減便等による公共交通不便地域の拡大や顕在化が懸念。 
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３. 移動特性 

１）１世帯あたり自家用車保有台数の推移 

・１世帯当たりの自家用車保有台数は横ばいの傾向にあります。 

・令和５年３月末現在における本県の１世帯当たりの自家用車保有台数は 1.70 台/世帯と

全国平均よりも 0.67台/世帯高く、全国 1位となっています。 

（付属資料 P7参照） 

 

２）嶺北地域内移動における交通分担率(通勤・通学時) 

・通勤時における交通分担率は全ての市町で自家用車が 80％以上を占めており、鉄道・乗

合バスは５％未満となっています。 

・一方、通学時は自転車や鉄道・乗合バスの割合が高く、自家用車以外の交通分担率の合

計は全ての市町で 50％を超えています。 

（付属資料 P7参照） 

 

３）通勤・通学時の移動状況 

・通勤・通学時の移動は、各市町内の移動が多くなっていますが、市町間の移動では、福

井市、越前市、鯖江市などに向かう動きが多く、坂井市から越前市など広域的な動きも

見られます。 

（付属資料 P8参照） 

 

 

 

 

 

４）日常生活（平日）の移動状況と目的地分布 

・移動目的は買物利用が最も多く、次いで通勤・通学が続いています。 

・移動の目的地をみると、各市町の市街地を中心に広範囲に広がっており、市街地ほどの

集中は見られませんが、郊外部まで目的地が点在しています。 

・利用される主な交通手段は自動車が 86％と最も多く、鉄道やバスの利用は合わせて５％

にとどまっています。 

・鉄道・バスに限った移動に絞ると、各市町の市街地を着地に持つ移動が大部分を占めて

おり、公共交通での広域移動は少ない状況です。 

（付属資料 P9-11参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Point 
Ⅰ-③ 福井市を中心に市町をまたぐ通勤・通学流動が一定数見られる一方、大多数は自家

用車による移動となっており、通勤通学時における公共交通の利用拡大が課題。 

Point 
Ⅰ-④ 日常生活に必要な施設が各市町の駅周辺や郊外部に多く立地し、主に自家用車

や家族送迎による買い物や通勤通学を目的とした移動が多い。 

Point 

Ⅰ-⑤ 鉄道・バスに限った移動に絞ると、公共交通でのアクセス環境が整った各市中心

市街地を着地に持つ移動が大部分を占めており、自家用車を保有しない人等が

各種施設を利用できるよう、既存公共交通の維持や利便性向上が望まれる。 
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５）観光客の移動 

（１）観光入込客の推移 

・県内の観光入込客数は令和元年までは増加傾向にありましたが、新型コロナウイルス感

染拡大に伴い大きく減少し、令和４年もコロナ前の水準には戻っていません。 

（付属資料 P14参照） 

 

 

 

 

 

（２）観光客の移動手段 

・観光客の移動手段は「自家用車等」が約９割を占めており、公共交通を利用する割合は

低い状況です。 

・広域交通拠点となる福井駅や芦原温泉駅、武生駅、鯖江駅から主な観光地に向かう公共

交通が運行されていますが、一部便数が少ない路線や観光地間が結ばれていないことな

どにより、公共交通の移動は少ない状況にあると想定されます。 

（付属資料 P17-24参照） 

 

 

 

 

 

 

 

４. 運転免許保有および事故発生状況 

１）高齢者の運転免許の保有状況 

・高齢運転者の免許保有割合は増加傾向にあり、４人に１人以上が 65歳以上の高齢ドライ

バーとなっており、今後、高齢ドライバーのさらなる増加が見込まれます。 

・年によって変動はあるものの、高齢ドライバーに起因する死亡事故は平均で３割以上と

なっており、今後、高齢ドライバーの増加に伴う事故件数の増加が懸念されます。 

（付属資料 P25参照） 

   

Point 
Ⅰ-⑥ コロナの影響により観光入込客数は減少したものの若干回復しており、北陸新

幹線開業に伴い、さらなる増加が期待される。 

Point 

Ⅰ-⑦ 新幹線駅から各観光地に向かう二次交通は、鉄道および路線バス、直通・特急バ

スなどが整備・運行されているものの、観光客の公共交通利用者は少ない。多く

が福井駅から放射状に伸びており、観光地間を結ぶ周遊・回遊性の点でなお強

化の余地が残る。 

Point 
Ⅰ-⑧ 高齢運転者の免許保有率は増加傾向、高齢化の進行に伴い、高齢ドライバーの

事故増加が懸念される。 
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II 嶺北地域の公共交通の現況 

１. 嶺北地域の公共交通ネットワークの状況 

１）ネットワークの概要 

・嶺北地域の公共交通は、広域的につながる鉄道ネットワークと、民間事業者（京福バス、

福井鉄道バス）、市町が運行するコミュニティバス・地域バス等により構成されています。 

・鉄道事業者は、JR北陸本線（新幹線開業後に並行在来線「ハピラインふくい」へ移管）・

JR 越美北線、えちぜん鉄道（三国芦原線、勝山永平寺線）、福井鉄道（福武線）が、市町

をまたがる広域的な移動を支えています 

・民間バス事業者は、福井市を中心にして、主に坂井・奥越地区を京福バスが、丹南地区

を福井鉄道バスがそれぞれ運行しており、市町をまたがる移動や駅と居住地を結ぶ幹線

交通として移動を支えています。 

・また、各市町におけるコミュニティバスやタクシー等が、鉄道および民間路線バスを補

完し、地域内の移動を支えています。 

 

【公共交通ネットワークの状況】 

 
出典：交通事業者ホームページおよび福井県オープンデータ（ＧＴＦＳ）を一部加筆修正  

京福バス 

福井鉄道バス 

コミュニティバス等 

（経路が定まっている路線のみ表示） 

JR 越美北線 

JR 北陸本線 

福井鉄道福武線 

えちぜん鉄道勝山永平寺線 

えちぜん鉄道三国芦原線 
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２）市町別の公共交通人口カバー率 

・鉄道駅から半径１㎞、路線バスの停留所から半径 500mをカバー率として試算すると、嶺

北地域全体では 82%をカバーしていますが、市町によって差異があります。 

・市町が運行しているコミュニティバス等を加えると、全ての市町で 98%となり、嶺北地域

全体の移動が支えられています。 

 

 

 

 
 

 

 

２. 公共交通の利用状況 

１）鉄道 

（１）鉄道の利用者数 

・鉄道の利用者数は、JR北陸本線、JR越美北線、福井鉄道、えちぜん鉄道のいずれも、令

和元年度まで横ばいで推移していましたが、新型コロナ感染拡大の影響により令和２年

度は大きく減少しました。 

・令和４年度は各路線で前年比約１割増加と回復の動きがみられますが、令和元年度の水

準には戻っていません。 

・券種別内訳をみると、令和４年度の定期券（通期・通学）比率はいずれの路線も 50％を

超えており、県民の通勤・通学の移動を支えています。 

（付属資料 P30-34参照） 

  
【各路線の利用者数と定期・定期外別の推移】 

【JR 北陸本線】 【JR 越美北線】 

【福井鉄道】 【えちぜん鉄道】 

  

12,731 12,786
10,601 11,598 12,029

9,092 8,736

4,038
4,753

6,945

21,824 21,523

14,639
16,350

18,974

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H30 R1 R2 R3 R4

定期 定期外(人/日)

(年度)

684 668

512 547 577

249 250

156
169

187

932 918

668
718

765

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H30 R1 R2 R3 R4

定期 定期外(人/日)

(年度)

 

1,106 1,104 984 1,120 1,128

938 885

606
637 745

2,044 1,988

1,590
1,757

1,873

0

1,000

2,000

3,000

H30 R1 R2 R3 R4

定期 定期外(千人)

(年度)
 

1,921 1,932
1,572 1,842 1,970

1,779 1,692

1,079
1,161

1,421

3,700 3,625

2,651
3,003

3,391

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H30 R1 R2 R3 R4

定期 定期外(千人)

(年度)

Point 

Ⅱ-① 鉄道を軸として郊外バス・コミュニティバス等でネットワークが形成され、交通空

白地はほぼ無い状況にあるが、鉄道沿線付近以外の郊外部は運行本数が少な

く、公共交通の利用頻度は低い。 
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（２）鉄道事業者の採用者数と離職者数の推移 

・運輸部門、技術部門、事務部門ともに人手が不足しており、残業や休日出勤等の時間外

労働の負担が生じています。 

（付属資料 P35参照） 

 

 

 

 

 

（３）鉄道に対する改善要望 

・住民アンケートおよび利用者アンケートに共通して、「運行本数の増便」「キャッシュレ

ス対応」への要望が多くなっています。 

・個別では、住民アンケートで「運賃」について、利用者アンケートで「乗り換えダイヤ」

についての要望が多くなっています。 

（付属資料 P36参照） 

 

 

 

  

Point 
Ⅱ-② コロナの影響により各鉄道路線とも利用者数が大きく減少し、一部回復の兆し

はあるが、引き続き厳しい経営状況が継続している。 

Point 
Ⅱ-③ 県内鉄道事業者の深刻な運転士や整備士等の不足が継続している。 

Point 
Ⅱ-④ 住民や利用者からは、運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス

化等に対する要望が強い。 
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２）路線バス 

（１）広域幹線バスの利用者数と経営状況 

・広域幹線バスの輸送人員は令和元年度まで横ばいで推移していましたが、新型コロナ感

染拡大の影響により大きく減少し、令和４年度は令和元年度比 17％減少となるなど、コ

ロナ禍の利用者数の減少が継続しています。 

【広域幹線バスの輸送人員の推移（嶺北地域）】 

 
出典：福井県資料 本数字はバス事業年度（前年 10 月から 9 月） 

 

・広域幹線バスの収支率（経常収支比率）は長期的に減少傾向にあります。令和２年度以

降は新型コロナ感染拡大の影響により大きく減少しています。 

・広域幹線バスに対しては国および県、市町が補助金を交付し、路線の維持を図っていま

す。利用者の減少による減収や燃料高騰などによる支出増により、行政負担額は増加傾

向にあります。 

・広域幹線バスの維持・確保を図るため、引き続き事業者の経営改善等が求められます。 

【地域間幹線系統の行政負担額の推移】 【県単広域の行政負担額の推移】 

  

出典：福井県資料 

本数字はバス事業年度（前年 10月から 9月） 

  

Point 
Ⅱ-② コロナの影響によりバス利用者数が大きく減少し、それに伴う厳しい経営状況が

継続している。 
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（２）各広域幹線バス系統の状況 

① 対象路線 

・嶺北地域の市町間を結ぶ広域幹線バス系統は下記のとおり 28 路線（地域間幹線系統 21

路線、県単広域路線７路線）あり、沿線住民の通勤・通学や日常生活の移動手段として

必要不可欠であることであることから、国・県・市町による運行支援を行っています。 

 

【補助対象路線の一覧表】 

 

 

＜参考：地域間幹線系統、県単広域とは・・・＞ 

地域間幹線系統とは、複数の市町村にまたがって走る広域的な路線バスで、1 日あたりの計画

運行回数が３回以上、輸送量が 15 人～150 人/日、経常赤字が見込まれる系統をいう。県単広

域とは、前述の運行回数や輸送量の要件を満たさない広域的な路線バス系統をいう。 

 

② 実績輸送量 

・地域間幹線系統においては、国庫補助対象事業の基準（実績輸送量 15人以上）を満たさ

ない路線数が増加しており、令和元年は鯖浦線（かれい崎）と鯖浦線（織田）の２路線

でしたが、コロナ禍の影響で令和４年は６系統に増えています。 

起点 経由 終点

1 武生越前海岸線 たけふ新駅 八田・織田 かれい崎 越前市、越前町

2 福浦線 田原町 西田中・織田 かれい崎 福井市、鯖江市、越前町

3 南越線 シピィ 越前武生駅・武生東高校 和紙の里 越前市（武生市、今立町）

4 鯖浦線（かれい崎） JR北鯖江駅 アルプラザ鯖江・織田病院 かれい崎 鯖江市、越前町

5 鯖浦線（織田） JR北鯖江駅 アルプラザ鯖江・西田中 織田 鯖江市、越前町

6 池田線 越前武生駅 武生東高校 金山・魚見 越前市、池田町

7 越前海岸ブルーライン 福井駅 佐野 波の華 福井市（福井市、越廼村）

8 エンゼルランド線 福井駅 藤島高校前 エンゼルランド 福井市、坂井市

9 丸岡線 福井駅 田原町 丸岡城 福井市、坂井市

10 県立病院丸岡線 福井駅 県立病院 丸岡城 福井市、坂井市

11 大学病院線 福井駅 松岡駅・福井大学病院 県立大学 福井市、永平寺町

12 大和田丸岡線 福井駅 アピタ・エルパ前 丸岡城 福井市、坂井市

13 大和田大学病院線 福井駅 アピタ・エルパ前 福井大学病院 福井市、永平寺町

14 勝山大野線 ヴィオ あっ宝んど・勝山駅前 福井勝山総合病院 大野市、勝山市

15 大野線 福井駅 花山 ヴィオ 福井市、大野市

16 清水グリーンライン 福井駅 赤十字病院・みどり図書館前 清水プラント３ 福井市（福井市・清水町）

17 西田中宿堂線 福井駅 清水プラント３ 天王 福井市、越前町

18 東尋坊線 芦原温泉駅 あわら湯のまち 三国観光ホテル あわら市、坂井市

19 芦原丸岡永平寺線 永平寺門前 丸岡バスターミナル 芦原温泉駅 永平寺町、あわら市、坂井市

20 三国丸岡線 三国駅 いすね 霞の郷 坂井市

21 春江丸岡線 大石コミュニティセンター 春江駅 霞の郷 坂井市

1 武生越前海岸線 越前武生駅 陶芸館・織田 越前岬 越前市、越前町

2 王子保河野海岸線 越前武生駅 妙法寺/松森 糠長島 越前市、南越前町

3 運転者教育センター 福井駅 運転者教育センター 福井駅 福井市、坂井市

4 大学病院新田塚線 福井駅 JR森田駅 福井大学病院 福井市、坂井市、永平寺町

5 茱崎線 福井駅 道守高校 水仙ﾗﾝﾄﾞ入口 福井市、越前町

6 鶁三国線 福井総合病院 砂子坂 三国駅前 福井市、坂井市

7 丸岡永平寺線 ＪＲ丸岡駅 丸岡中学校・福井大学病院 永平寺口駅 坂井市、永平寺町

運行区間
関係市町

県
単
広
域

福

井

鉄

道

京
福
バ
ス

系統 事業者番号 系統名

地
域
間
幹

線
系
統

福
井
鉄
道

京
福
バ
ス
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・現在、補助対象の基準を満たさない系統においては、コロナ禍の影響や利便増進実施計

画を踏まえた国の特例措置があり、補助が継続されています。 

・今後、特例措置が廃止された場合、国庫補助を受けられなくなることが懸念されます。 

 

③ 経常収支率 

・地域間幹線系統および県単広域ともに、令和２年以降、コロナ禍による需要減により、

経常収支率が悪化し、事業者の経営負担が大きくなっています。 

・地域間幹線系統は市町をまたぐ公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っ

ている一方、事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事

業による運行支援や車両購入支援により運行を確保・維持する必要があります。 

 

【各系統の実績輸送量（赤字は 15人未満）および経常収支率】 

 
 

 

  

H30 R1 R2 R3 R4 H30 R1 R2 R3 R4

1 武生越前海岸線 20.2 17.6 17.1 16.4 15 49% 41% 42% 39% 35%

2 福浦線 15.1 15.1 12.2 9.5 6.7 54% 51% 43% 39% 28%

3 南越線 19.7 24.3 21.3 20.5 21 42% 47% 47% 45% 42%

4 鯖浦線（かれい崎） 10.2 9 6.9 8.6 9.6 40% 33% 27% 37% 34%

5 鯖浦線（織田） 12 14.1 15.9 20.3 22 30% 33% 38% 51% 50%

6 池田線 13 ― ― 6 6.3 25% ― ― 20% 20%

7 越前海岸ブルーライン 54.6 54.6 35.9 34.2 36.4 46% 45% 32% 31% 31%

8 エンゼルランド線 ― 22 9.2 10.1 8.8 ― 45% 21% 27% 23%

9 丸岡線 78.1 21 17.1 12.9 17.5 57% 74% 64% 49% 60%

10 県立病院丸岡線 45.2 45.1 39.6 39.9 37.4 56% 60% 50% 55% 49%

11 大学病院線 17.5 20 19.6 15.9 18 86% 86% 79% 70% 74%

12 大和田丸岡線 ― 46.2 40.7 39.5 38.5 ― 56% 47% 49% 45%

13 大和田大学病院線 ― 89.9 64.5 69 80.1 ― 69% 48% 54% 60%

14 勝山大野線 15.3 15.3 11.2 12.2 15.3 38% 38% 28% 31% 36%

15 大野線 54.7 42.9 33 32.4 36.3 42% 48% 36% 37% 39%

16 清水グリーンライン 66.1 68.4 49.9 46.8 50.1 51% 53% 38% 38% 38%

17 西田中宿堂線 15 15 12.9 12.7 12.6 62% 61% 50% 54% 50%

18 東尋坊線 71.9 73.3 45 34.5 45.1 73% 74% 49% 36% 46%

19 芦原丸岡永平寺線 16.5 16.5 11.4 8 7.9 70% 69% 44% 36% 33%

20 三国丸岡線 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

21 春江丸岡線 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

49% 53% 41% 40% 40%

1 武生越前海岸線 5.1 5.3 3 0.7 1 64% 63% 38% 12% 15%

2 王子保河野海岸線 ― ― 6 4.9 4.6 ― ― 23% 19% 17%

3 運転者教育センター ― 9.6 6 4.5 8.4 ― 53% 32% 26% 44%

4 大学病院新田塚線 7.2 9 7.2 4.5 5.4 38% 49% 37% 26% 29%

5 茱崎線 8.1 9.3 7.2 6 6 27% 30% 22% 20% 19%

6 鶁三国線 9 9 7.5 9 6 37% 33% 23% 28% 24%

7 丸岡永平寺線 5.4 5.5 4.1 4.4 4.9 19% 19% 14% 14% 15%

31% 33% 23% 20% 20%

実輸送量（人）
系統

経常収支率（％）
路線名番号事業者

県
単
広
域

京
福
バ
ス

福

井

鉄

道

福
井
鉄
道

地
域
間
幹

線
系
統

合計

合計

京
福
バ
ス

Point 
Ⅱ-⑤ 地域間幹線系統には、一部国庫補助要件を満たさない路線があり、広域バス交

通を維持確保するためにも補助要件を満たすための見直し検討等が望まれる。 
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（３）バス運転士等の採用者数と離職者数の推移 

・運転士、技術職員、事務職員ともに人手が不足しており、鉄道事業者と同様、残業や休

日出勤等の時間外労働の負担が生じています。 

・また、運転士の平均年齢は 57 歳と高い状況にあり、今後、運転士のさらなる高齢化と担

い手不足が懸念されます。 

（付属資料 P43参照） 

 

 

 

 

 

（４）バスの改善要望 

・住民アンケートおよび利用者アンケートに共通して、「運行本数の増便」「キャッシュレ

ス対応」への要望が多くなっています。 

・個別では、住民アンケートで「バス停留所」「運賃」について、利用者アンケートで「乗

り換えダイヤ」についての要望が多くなっています。 

（付属資料 P44参照） 

 

 

 

 

 

３）各市町のコミュニティバス等 

（１）利用状況 

・利用者数は、多くの市町において、令和元年度以前は微減でしたが、コロナ禍の影響で

令和２年度に大きく減少しています。 

・令和４年度に微増しているものの、コロナ禍前の水準には回復していない状況です。 

 

（２）運行経費 

・運行経費は、多くの市町において増加傾向にあります。 

・運行経費増加の要因としては、人件費や燃料価格の高騰、また、一部市町では運行サー

ビスの拡充などによるコスト増が挙げられます。 

（付属資料 P45-46参照） 

 

  

Point 
Ⅱ-③ 県内バス事業者の深刻な運転士や技術職員等の不足が継続している。 

Point 
Ⅱ-④ 住民や利用者からは運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス化

等に対する要望が強い。 

Point 
Ⅱ-⑥ コロナの影響により利用者は減少し運行経費が増加しており、各市町の財政負

担の増加、それに伴うサービスレベルの低下、さらなる利用者減が懸念される。 
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４）タクシー 

（１）利用状況 

・タクシーの会社数と車両数は、多くの市町で複数社、10台以上の車両がありますが、武

生交通圏の３町では、会社数、車両数ともに少ない状況です。 

・輸送人員、運送収入のほか、延べ走行キロは、コロナ禍の影響により令和２年度以降に

大きく減少しています。 

 

【福井県のタクシー交通圏】 【福井県タクシー協会（正会員）事業者数と車両数】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：一般社団法人福井県タクシー協会ＨＰ 

 

【輸送人員と運送収入の推移（福井県）】 【延べ走行キロと車両数の推移（福井県）】 

 

 
 

出典：福井県統計年鑑 

 

（２）タクシー運転士の採用者数と離職者数の推移 

・タクシー運転士数は減少傾向にあり、また、年齢構成は 60歳以上が多く、令和４年度は

離職者が過去５年間で最も多くなっています。 

（付属資料 P48参照） 
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地域 市町 会社数 車両数

福井市 13 408

あわら市 6 103

永平寺町 2 22

鯖江市 2 27

計 23 560

勝山市 2 15

大野市 3 12

計 5 27

越前市 4 46

池田町 1 1

南越前町 1 4

越前町 1 5

計 7 56

35 643合計

福井交通圏

勝山・大野地区

武生交通圏

Point 

Ⅱ-⑦ コロナの影響によりタクシー利用者は減少し、運送収入や運転士の確保など、厳

しい経営状況が継続しており、少人数の多様な移動を支えるタクシーの将来的

なリソース不足が懸念される。 
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３. 今後の公共交通の利用意向 

・住民の今後の公共交通の利用意向を把握するため、アンケート調査を実施し、「公共交通

が改善した場合の利用意向」や「現在のマイカー利用の抑制意向」「将来的なマイカーの

利用意向」を把握しました。 

・現在の公共交通が改善されれば、公共交通の利用が増えるとの回答は約半数を占めてい

ますが、マイカーを利用しない生活は考えられないとの回答は６割以上となっています。 

・その一方で、将来的にはマイカーの運転をやめたいは約５割を占めており、長期的には

公共交通の需要が高まると想定されます。 

（付属資料 P49参照） 

 

 

 

 

 

 

４. 北陸新幹線の開業効果 

１）北陸新幹線の概要 

・2024年３月には北陸新幹線福井駅・敦賀駅が開業します。 

・開業後は、東京～福井間が２時間５１分（開業前に比べて３６分短縮）となり、乗り継

ぎなしで福井と首都圏がつながります。 

 ※短縮時間は北陸新幹線を利用した場合の比較 

（付属資料 P50参照） 

 

２）北陸新幹線の開業効果 

・北陸新幹線開業に伴う時間短縮効果により、首都圏および関西・中京圏との交流が増加

すると見込まれます。 

・ビジネスや観光における交流人口が 78.5万人の増加が見込まれ、宿泊費や飲食費、土産

代などの県内消費などの直接効果のほか、他産業への間接波及効果も含め、約 300 億円

を超える経済波及効果が見込めます。 

（付属資料 P51参照） 

 

  

Point 

Ⅱ-⑧ マイカー利用の意向が高い一方で、将来の公共交通の転換意向が高く、公共交通

に乗って残す意識の醸成や公共交通の持続性を高める取組の推進が重要と考

えられる。 

Point 

Ⅱ-⑨ 北陸新幹線福井・敦賀開業に伴い、東京～福井間２時間５１分（３６分短縮） 

     経済波及効果は約 300 億円を超え、交流人口が 78.5万人増加すると予測さ

れるなど、地域に大きなインパクトをもたらす。 
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５. 地域公共交通の利用促進等に関する取組状況 

１）各市町および事業者の取組状況 

・嶺北地域の各市町では、公共交通事業者や大学等と連携し、利用促進に向けた取組を実

施しており、利便性の向上や利用者数の増加など一定数の効果に繋がっています。 

（付属資料 P52-53参照） 

 

 

 

 

 

２）二次交通のエンタメ化の検討 

・県都にぎわい創生協議会において、北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、楽しみながら移

動するための取組みや発信を検討しています。 

・官民連携して各種取組みを進めることにより、施策の相乗効果による利用促進が期待さ

れます。 

【二次交通エンタメ化プロジェクトの内容】 

目的 
観光地が点在することを前向きに捉え、福井駅周辺からの移動を楽しめる仕掛けをつくることに

より、観光客の満足度を高め、リピーターにつなげる。 

戦略 

乗りたくなる仕掛けづくり 乗って楽しい仕掛けづくり 

○恐竜列車の運行（えちぜん鉄道福井駅～勝山駅） 

○戦国列車の運行（JR 越美北線） 

○レトラムの運行（福井鉄道福井駅～たけふ新駅） 

○恐竜バスの運行（福井駅東口～恐竜博物館） 

○ラッピングタクシーの運行（JR福井駅前発着） 

○ユニークな車両の企画運行 

○鉄道と「駅メモ」がコラボしたデジタルスタ

ンプラリーの実施 

○越美北線ＡＲガイドアプリの導入 

○すまいるバス×イケボイス化プロジェクト 

○観光タクシーの運行 

○観光型ＭａａＳの導入 

○ふくいＭａａＳの導入 

（付属資料 P54参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 
Ⅱ-⑩ 各市町で公共交通事業者や大学等と連携し、利用促進に向けた取組を実施して

おり、一定効果が確認できた取組の共有、水平展開が重要と考えられる。 

Point 

Ⅱ-⑪ 独自性のある車両、ラッピング車両や車内放送のエンタメ化など鉄道・バスに乗

ることを楽しめる車両が運行および計画されている。北陸新幹線開業後は駅を

起点とした公共交通の移動の増加が想定され、駅と主要観光地を結び、楽しみ

ながら移動できる魅力や利便性ある公共交通の充実が望まれる。 
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III 嶺北地域の公共交通の現状と課題の整理 

「Ⅰ 嶺北地域をとりまく環境」「Ⅱ 嶺北地域の公共交通の現状」で整理したCheck Pointをまとめ

ると以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な現況整理の要点 

Ⅱ-②コロナにより利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営状況が継続 

Ⅱ-④住民や利用者からは運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス化等に対

する要望が強い 

Ⅰ-①人口は減少、少子高齢化が進行。特に、生産年齢人口（15-64 歳）は大幅に減少 

Ⅰ-②一部で人口増加しているエリアも見られるが、郊外は人口減少が顕著 

Ⅱ-⑧マイカー利用の意向が高い一方で、将来の公共交通の転換意向が高く、公共交通に乗っ

て残す意識の醸成や公共交通の持続性を高める取組の推進が望まれる 

Ⅰ-③福井市を中心に市町をまたぐ通勤・通学の移動が一定数見られる一方、大多数は自家用

車による移動となっており、公共交通の利用拡大が課題 

Ⅱ-④住民や利用者からは運行本数の増便や乗換えのダイヤ見直し、キャッシュレス化等に対

する要望が強い 

Ⅰ-④日常生活に必要な施設が駅周辺や郊外部に立地し、主に自家用車による買い物や通勤通

学を目的とした移動が多い 

Ⅰ-⑤鉄道・バスに限った移動に絞ると、中心市街地を着地に持つ移動に限られており、自家

用車を保有しない人の移動を支えるため公共交通の維持等が望まれる 

Ⅱ-③県内交通事業者の深刻な運転士や整備士等の不足が継続している 

Ⅱ-⑤地域幹線系統には、一部国庫補助要件を満たさない路線があり、補助要件を満たすため

の見直し検討等が望まれる 

Ⅱ-⑦コロナによりタクシー利用者は減少し、運送収入の減少や運転士の確保など厳しい経営

状況が継続しており、タクシーの将来的なリソース不足が懸念 

Ⅱ-①鉄道を軸としたネットワークが形成され、現在は交通空白地はほぼ無い状況にあるが、

鉄道沿線以外の運行本数は少なく、公共交通の利用頻度は低い 

Ⅱ-②コロナにより利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営状況が継続 

Ⅱ-⑥コロナにより利用者は減少し各市町の財政負担の増加、それに伴うサービスレベルの低

下、さらなる利用者減が懸念 
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前頁の整理を基に、本県の嶺北地域が抱える課題として、以下のとおり整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な課題の整理 

コロナ禍や人口減少時代にあって、利用者の減少、交通事業者の経営が悪化。

公共交通の維持・確保が必要 

公共交通の利便性向上を図るため、住民や観光客が利用しやすくニーズに合っ

た運行やサービスの改善が必要 

市町をまたぐ鉄道・バスは地域の幹線交通として維持・充実を図っていくこと

が必要 

複数モード間の乗り継ぎをスムーズにするなど、クルマに頼らずに移動しやす

い環境づくりが必要 

福井駅前再開発や新幹線駅周辺整備、またコンパクトシティ実現の観点から、

中心部に人が集い賑わう都市空間を公共交通から実現することが必要 

コロナ禍により人流・ニーズが変化している中、様々な制度や技術の活用等に

より住民の移動を支えることが必要 

公共交通を維持するための人員の確保が必要 

課題１ 
地域住民の移動を支える公共交通の維持・確保が必要 

課題２ 

公共交通による移動しやすい環境づくりが必要 
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主な現況整理の要点 

Ⅱ-⑨北陸新幹線福井・敦賀開業に伴い、東京～福井間２時間５１分（３６分短縮） 

経済波及効果は約 300 億円を超え、交流人口が 78.5万人増加すると予測されるなど、

地域に大きなインパクトをもたらす 

Ⅰ-⑦新幹線駅から各観光地に向かう二次交通は、鉄道および路線バス、直通・特急バスなど

が整備・運行されているものの、観光客の公共交通利用者は少ない。多くが福井駅から

放射状に伸びており、観光地間を結ぶ周遊・回遊性の点で、なお強化の余地が残る 

Ⅱ-②コロナにより利用者数が大きく減少し、それに伴い厳しい経営状況が継続 

Ⅱ-⑦コロナによりタクシー利用者は減少し、厳しい経営状況が継続しており、少人数の多様

な移動を支えるタクシーの将来的なリソース不足が懸念 

Ⅱ-④住民や利用者からは運行本数の増便や乗り換えのダイヤ見直し、キャッシュレス化等に

対する要望が強い 

Ⅰ-⑥コロナにより観光入り込み客数は減少したものの若干回復しており、北陸新幹線開業に

伴い、さらなる増加が期待 

Ⅱ-⑪独自性のある車両、ラッピング車両や車内放送のエンタメ化など鉄道・バスに乗ること

を楽しめる車両が運行および計画されている。 

北陸新幹線開業後は駅を起点とした公共交通の移動の増加が想定され、駅と主要観光

地を結び、楽しみながら移動できる魅力や利便性ある公共交通の充実が望まれる 

Ⅱ-⑩各市町で公共交通事業者や大学等と連携し、利用促進に向けた取組を実施しており、一

定効果が確認できた取組の共有、水平展開が重要 

Ⅱ-⑧マイカー利用の意向が高い一方で、将来の公共交通の転換意向が高く、公共交通に乗っ

て残す意識の醸成や公共交通の持続性を高める取組の推進が望まれる 

Ⅰ-⑧高齢運転者の免許保有率は増加傾向、高齢化の進行に伴い、高齢ドライバーの事故増加

が懸念 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な課題の整理 

コロナ禍で人流が減少している中、公共交通機関の維持・活性化に向け、新幹

線客の受入体制を強化することが必要 

課題４ 

新幹線の開業効果を全県に波及させるため、様々な交通を有機的に結

合させることが必要 

公共交通による移動を最大限アピールし、行きやすさ、分かりやすさを向上さ

せることにより利用を増やす取組みが必要 

移動中も楽しめるアクティビティや車窓からの魅力ある景色等の活用により、

公共交通に対する興味関心を高め、利用者増を図ることが必要 

課題５ 

公共交通自体の魅力を向上させ、「乗ってみたくなる」ような価値を

高めることが必要 

観光地において、回遊性の向上により各地での滞在および街歩きをしやすくす

る方策が必要 

賑わいを生み出すイベントやストーリーのある観光コンテンツなどの魅力づ

くりを通じて、県内各地への周遊を促す仕組みが必要 

複数モード（鉄道・バス・タクシー）を乗り継ぎ、円滑に各地へ移動できる輸

送体系の確立が必要 

観光周遊を通じて福井での魅力を体感してもらうため、複数の観光地を円滑か

つお得に回ることができるコンテンツが必要 

住民の要望等を踏まえた利便性向上策と合わせて、マイカーに依存する意識を

徐々に軽減し、公共交通の利用への転換を促すことが必要 

課題３ 
過度な自家用車の利用から公共交通の利用への転換が必要 
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IV 嶺北地域が目指す将来の姿 

１. 施策の方向性 

嶺北地域の公共交通は、人口減少や少子高齢化の進行、新型コロナウイルスの感染拡

大、深刻な運転士不足等の影響により、利用者の減少や路線等の維持・確保が懸念されま

す。しかし、自家用車を持たない高齢者や学生等の日常の移動手段として、そして、令和

６年春の北陸新幹線福井・敦賀開業により見込まれる多くの来訪者の移動手段として、

公共交通の持続可能性を高める必要があります。 

また、公共交通は、地域住民の通勤や通学、買い物、通院への移動だけでなく、観光や

教育、医療福祉、環境など、地域のまちづくりを支える社会基盤です。国が推進する SDGs

（持続可能な開発目標）の達成やゼロカーボン社会の実現に向けても、欠かすことがで

きない資源であり、これまで以上に行政や地域住民・団体、交通事業者等の様々な主体と

の連携と役割分担によって公共交通の利便性と付加価値を高め、積極的な利用促進と体

制強化が求められます。 

本地域の公共交通を取り巻く環境は厳しい状況が続いていますが、北陸新幹線福井・

敦賀開業をはじめ、福井の明るい未来に向けて、福井県長期ビジョンの基本理念である

「「安心のふくい」を未来につなぎ、もっと挑戦！もっとおもしろく！」に沿い、３つの

施策の方向性と地域の実情を踏まえた各種施策を展開し、地域住民の暮らしや交流を支

え、育む持続可能な公共交通の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題１ 
地域住民の移動を支える公共交通の

維持・確保が必要 

課題２ 

公共交通をよる移動しやすい環境づ

くりが必要 

課題３ 

過度な自家用車の利用から公共交通

の利用への転換が必要 

課題４ 

新幹線の開業効果を全県に波及させ

るため、様々な交通を有機的に結合

させることが必要 

課題５ 

公共交通自体の魅力を向上させ、「乗

ってみたくなる」ような価値を高め

ることが必要 

持続可能な 

交通ネットワークの構築 1 

新幹線駅からの 

利便性の高い二次交通の充実 
２ 

主な課題の整理 施策の方向性 

公共交通での移動を 

楽しめる仕掛けづくり ３ 

「安心のふくい」を未来につなぐ 

もっと挑戦！ 

もっとおもしろく！ 
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V 目標達成のための具体的な事業および実施主体・スケジュール等 

方向性１：持続可能な交通ネットワークの構築 

 

施策１ 公共交通の維持・確保 

嶺北地域では、JR 北陸本線（令和６年３月からハピラインふくいに移管）、JR 越美北線、福

井鉄道、えちぜん鉄道の地域鉄道や広域路線バスが運行され、幹線として県民や来県者の移動

を支えており、これら広域移動を担う公共交通の維持・確保を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 1-1：地域鉄道の安定運行・利用促進 

①福井鉄道やえちぜん鉄道に対し、設備更新や維持修繕を支援 

②ハピラインふくいに対し、経営安定化を支援 

・県民の重要な移動手段である地域鉄道の安全・安定運行を確保するため、県と沿線市町が連

携し、福井鉄道、えちぜん鉄道に対しては設備更新や維持修繕の支援を、ハピラインふくい

に対しては、経営安定化の支援を行います。 

 

 

③ハピラインふくいの新駅設置など利用者増加につながる施策を実施 

・ハピラインふくいでは、利用者の利便性向上を図るため、増便や、利用者数の増加が見込ま

れる区間において新駅の設置に向けた検討および整備を行います。 

 

 

施策 1-2：地域間幹線系統バス等の運行維持 

①国・県・市町が協調し、運行費やバス車両の更新等に対して支援 

・県民の重要な移動手段である地域間幹線系統などの広域バス路線を今後も維持していくため、

バス事業者に対し、引き続き、国、県、市町が協調して運行費やバス車両の更新等に対する

支援を行います。 

 

 

 ②広域バス路線の利用状況の継続的な検証、運行ルート見直しやハブ機能の強化等による改善 

 ・広域バス路線の利用状況について継続的に検証を行い、必要に応じて運行ルートの見直しや

交通結節点におけるハブ機能の強化などの改善に取り組み、ニーズに応じた効率的な運行に

努めます。 

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

① 地域鉄道の安全・安定運行の確保 〇 ● ● ●
設備更新や維持修繕に対する支援、経
営安定化を支援

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

② 新駅の設置 〇 ● ● ●
新駅の設置の調査・調整、設計・工事等、
運用開始

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

調査・調整・設計・工事等 順次運用開始

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

③ 地域間幹線系統バスの運行維持 ○ ● ● ●
地域間幹線系統バスの運行維持のため、
運行費等の支援

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容
スケジュール

継続実施
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③市町内路線バスやコミバスの運行維持、ニーズに応じたデマンド交通への移行、地域の実 

情に応じた自家用有償旅客運送の活用などへの支援 

・市町内を運行する路線バスやコミュニティバスの運行維持、ニーズに応じたデマンドタクシ

ーへの移行、地域の実情に応じた自家用有償旅客運送の活用などを支援し、移動の利便性向

上を図ります。 

 

④スクールバスや福祉バス等の活用 

 ・地域の実情に応じて、スクールバスや福祉バス等を活用し、移動手段を確保します。 

 

 

施策 1-3：交通事業者間の連携強化による運営効率化  

①地域鉄道における、資材の共同調達や検査・保守機器の共同利用等による効率化 

・ハピラインふくい、福井鉄道、えちぜん鉄道が連携し、資材の共同調達や検査・保守機器の

共同利用、災害時の相互協力等による効率化を図ります。 

 

 

②鉄道駅やバスターミナルなどの交通結節点におけるダイヤ接続向上、パターンダイヤ化 

 ・鉄道駅やバスターミナルなど複数の公共交通機関が接続する交通結節点においてスムーズに

乗り継ぐことができるよう、ダイヤ接続向上やパターンダイヤ化に向けた検討を行います。 

 

 

施策 1-4：公共交通を支える人材の確保 

①専門家の知見を活用した採用スキルの向上、関係機関の連携による会社説明会等の開催 

 ・公共交通の運行に必要な人材の確保に向けて、人事担当者等を対象に専門家による採用力強

化研修を実施するなど採用スキル向上の取組みを進めるとともに、関係機関が連携した会社

説明会や運転体験会等の採用活動を拡充します。 

・市町交通担当者等が交通政策に対する見識を深め、地域公共交通に関する先進事例等を習得

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

④ ニーズに合わせた効率的な運行 ○ ● ● ● ニーズに合った運行ルート等の検討

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑤
コミュニティバス等の運行維持、各
モードの活用・連携強化

○ ○ ● ●
各モードとの連携強化や活用により、地
域の移動手段を確保

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

検討・継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑥ 地域鉄道の事業連携による効率化 ●
資材の共同調達、検査・保守機器の共同
利用などの効率化

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

実施検討

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑦ 各種モードとのダイヤ接続の向上 ○ ○ ○ ●
鉄道、バス等の乗継しやすいダイヤ接続向
上やパターンダイヤ化の検討

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

実施検討
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する場として、政策勉強会を開催します。 

 

②県・市町・事業者が一体となった、採用情報発信力の強化 

 ・鉄道事業者（福井鉄道、えちぜん鉄道、ハピラインふくい）やバス事業者、タクシー事業者の

運転士を確保するため、関係機関が一体となり、就職説明会の出展サポートや情報発信支援

など、採用情報の発信力を強化します。 

 

③運転士の給与水準など勤務条件の改善や負担軽減 

 ・運転士の給与水準など勤務条件の改善やＤＸによる負担軽減により、人材の確保につなげま

す。 

 

 

 ④女性や若者が働きやすい職場環境の整備や第二種免許取得等を支援 

 ・女性や若者が働きやすい職場環境の整備や第二種運転免許取得への支援、運転士のイメージ

アップに向けたＰＲ活動等への行政支援策について検討します。 

 

 

施策 1-5：異常気象時の早期運行確保 

①関係機関との連携による運行継続、早期の運行確保 

・大雪や台風等の異常気象時を想定したタイムラインを作成するなど異常気象に備えるととも

に、優先除雪や道路情報の共有、災害に強い設備への更新など、行政と交通事業者が密接に

連携して対応することにより、運行継続や早期の運行確保に努めます。 

 

 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑧ 運転士や整備士などの人材確保 ● ● ● ●
採用活動の強化や運転士の給与水準など
勤務条件の改善・負担の軽減

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑨ 勤務環境改善や資格取得支援 ○ ● ● ●
女性や若者が働きやすい職場環境の整備
や第二種運転免許取得への支援

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑩ 異常気象時の早期運行確保 ● ● ● ●
関係機関との連携、優先除雪の実施、災
害に強い設備への更新

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施
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施策２ 交通ＤＸ化や次世代型車両の導入など新技術の活用 

公共交通の利便性と効率性を高め、多くの人の利用促進および交通事業者の運行効率化を図

るため、ＤＸ化やカーボンニュートラルに向けた次世代型車両、自動運転などの新技術につい

て積極的な活用を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 2-1：公共交通のキャッシュレス化等の推進 

①路線バス・地域鉄道に交通系ＩＣカードを導入 

・令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、路線バスに交通系ＩＣカードを導入しま

す。 

・地域鉄道（福井鉄道、えちぜん鉄道）についても、交通系ＩＣカードを早期に導入できるよ

う準備を進めます。 

 

 

②新幹線駅や観光地の移動ニーズに対応するタクシー配車アプリの充実やキャッシュレス決済 

の拡充により、稼働率を向上 

 ・新幹線駅や観光地での個人の移動ニーズに対応するため、タクシー配車アプリの充実やキャ

ッシュレス決済の拡充を進め、利便性を向上させるとともに、タクシー稼働率の向上につな

げます。  

 

 

③日常型ＭａａＳ（ふくいＭａａＳアプリ）の本格導入 

・「ふくいＭａａＳアプリ」の本格導入に向け、電子企画切符の造成、経路検索や各施設の予約

機能の整備、商業・観光分野と連携したクーポンの発行などの取組みを進めます。 

 

 

施策 2-2：オープンデータ化など交通ＤＸの推進 

①鉄道・バスの遅延情報等をリアルタイムで把握できるＧＴＦＳ－ＲＴの導入 

・鉄道やバスの遅延などの運行情報を利用者がリアルタイムで把握できるよう、引き続きＨＰ

やＳＮＳでの情報発信を行うとともに、ＧＴＦＳ－ＲＴ（※）の導入を進めます。 

   ※公共交通のリアルタイム情報を格納するためのフォーマット 

・国土交通省が定める「標準的なバス情報フォーマット」に基づいたデータ作成を進め、経路

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
公共交通における交通系ＩＣカード導
入

○ ● ● ●
利便性向上に向けて、地域鉄道とバスへ
の交通系ＩＣカードの導入を推進

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

導入 必要に応じ追加で検討・導入

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

②
新幹線駅・観光地でのタクシー稼働率
の向上

○ ● ○ ●
移動ニーズに対応するため、タクシー配車
アプリの充実、キャッシュレス決済の拡充

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容
スケジュール

導入 導入、継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

③ 日常型MaaSの導入 ○ ○ ● ●

公共交通サービスと商業・観光サービス
を組み合わせて検索・予約・決済等を一
括で行える「ふくいＭａａＳアプリ」の導
入

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

導入 継続実施
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検索事業者に提供し、インターネット等の経路検索におけるバス情報を掲載します。 

②交通系ＩＣカードの利用データの活用 

・交通系ＩＣカードの利用実績や運行情報データに基づき、便ごとの利用者数や遅延の状況を

分析することにより、利用しやすく効率的なダイヤとなるよう改善を図ります。 

 

 

施策 2-3：人と環境にやさしい公共交通の推進 

①ノンステップ型バス車両の導入やＵＤタクシーなどユニバーサルデザイン化の推進 

・バリアフリーに対応しかつ温室効果ガス排出量の少ないノンステップ型バス車両の導入を進

めます。 

・ＵＤタクシー（※）など利用しやすい車両の導入や、子育て世帯や妊娠中の方の外出・通院

をサポートするふく育タクシーを運行します。 

※ＵＤタクシー（ユニバーサルデザインタクシー） 

高齢者、車いす使用者、ベビーカー利用の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすいよう、車

内空間が広く、車椅子での乗降も可能な車両 

②次世代型車両の導入や車両の小型化など交通 GXの推進 

・走行時に二酸化炭素を排出しないＥＶ車両など省エネ車両の導入や、輸送需要に応じた車両

の小型化を進め、温室効果ガスの削減に努めます。 

・国が進める自動運転の技術開発の状況を注視しつつ、県内での導入の可能性について検討を

進めます。 

 

 

③交通結節点におけるシェアサイクル等の充実 

・交通結節点におけるシェアサイクル等の充実について検討し、公共交通との連携を図ります。 

 

 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

④
運行情報提供、データ・ＤＸに基づく
サービス改善

○ ○ ○ ●
運行情報のリアルタイムでの提供、乗降情
報の利活用の検討

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施（ホームページ掲載）

検討（活用方法）

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑤ 人と環境にやさしい車両の導入 ● ● ● ●
バリアフリー車両や温室効果ガス排出量
の少ない車両の導入

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施（ノンステップ）

検討（UD、子育てタクシー）

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑥ シェアサイクル等の充実 ○ ● ○
駅等から観光地へ向かう手段として、シェ
アサイクル等の検討、整備

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施（シェアサイクル）

必要に応じて検討（その他）
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施策３ まちづくりと連携した施策の展開 

駅前の再開発や駅周辺整備などのまちづくりと公共交通が連携し、駅周辺の環境を含め

た公共空間をトータルにデザインすることにより、中心市街地に公共交通を使って人が移

動し、賑わう都市空間の実現を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 3-1：駅周辺への都市機能の集約 

①駅周辺に公共施設やオフィス、マンションなど都市機能を集約し、「くらし」の場を創造 

・各市町が策定する立地適正化計画や都市計画マスタープラン等の各種計画と連携したまちづ

くりをすすめます。 

・嶺北各市町の地域特性を踏まえ、駅周辺に公共施設やオフィス、マンションなど各種都市機

能の集約により、商業・産業や居住の誘導を図ります。 

 

 

②駅周辺の賑わいやおもてなし空間を創出し、歩いて楽しめるまちづくりを推進 

・歩道や照明施設の整備など、歩行者にとって居心地の良い空間を創出することにより、公共

交通を使ってまちなかに移動し、歩いて駅周辺を楽しめるまちづくりを推進します。 

 

 

③駅周辺の公共空間をトータルにデザインした駅の機能向上や交通結節機能の充実など、駅や 

駅周辺整備に支援 

 ・駅周辺の公共空間をトータルにデザインした駅の機能向上や交通結節機能の充実など、各市

町が実施する鉄道利用促進に資する駅・駅周辺整備に対して支援することにより、交通利便

性の向上や駅周辺の賑わいづくりを促進します。 

 

 

施策 3-2：駅やバスターミナルなどの利用環境整備 

①施設の利便性向上とスロープ設置などバリアフリー化の推進 

 ・交通結節点となる主要駅やバスターミナル等において、無料 Wi-Fiスポットの整備や案内サ

イネージの設置、上屋やベンチ等の整備、スロープ設置等による施設のバリアフリー化な

ど、乗継・待合環境の充実に努めます。 

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

① 駅周辺への都市機能・居住誘導 ○ ●
駅周辺の商業施設や観光施設、道路の
整備

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

②
駅前広場や周辺の賑わい、おもてな
し空間の創出、歩いて楽しめる空間
づくりの推進

● ● ○
賑わいづくりの交流イベントの実施やま
ち歩きしやすい環境を整備

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討、実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

③ 駅の機能向上や交通結節期の充実 ○ ● ● ● 鉄道利用促進に資する駅・駅周辺整備

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

検討、実施
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 ②駅やバスターミナル周辺の駐車場・駐輪場整備 

・駅やバスターミナル周辺の駐車場や駐輪場の整備を進め、パーク・アンド・ライドによる公

共交通の利用を推進します。 

 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

④
駅やバスターミナルでの待合環境整
備、バリアフリー化、サイネージ設置等
の推進

○ ○ ○ ● 利用者の利便性向上に向けた施設整備

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

必要に応じて実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑤
パーク・アンド・ライド駐車場・駐輪場
整備

● ● ○
新規・既存の駐車場等の整備
パーク・アンド・ライドの推進

取組
No

施策名

スケジュール
実施主体

（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

必要に応じて実施（駐車場棟整備）

継続実施（パーク・アンド・ライド推進）
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施策４ 公共交通を利用するライフスタイルへの転換 

公共交通を地域の財産として将来世代に残していくため、県民や利用者のニーズ等を踏まえ

た利便性向上策と合わせて、関係者が連携した啓発活動（モビリティ・マネジメント等）や利

用促進施策を継続的に実施します。公共交通に乗車する機会の創出や利用するメリットの周知

など、公共交通を利用するライフスタイルへの転換を図ります。 
 

■具体的な取組内容 

施策 4-1：日常生活における利用促進 

①通勤・通学利用等の呼びかけを強化 

・関係者が連携して啓発活動を継続的に実施するなど、通勤・通学の公共交通の利用促進に向

けた情報発信を行います。 

・公務の移動に公共交通を利用するなど、県内出張における公共交通の利用促進を行います。 

②子どもの頃から公共交通の重要性を学ぶ機会の充実 

・乗車体験や乗り方教室など、子どもが鉄道やバスに触れる機会を設けることにより、公共交

通の重要性を学ぶ場の充実を図ります。 

③免許返納者への交通系ＩＣカードや公共交通利用券の配布等、高齢者に配慮した施策の拡充 

と周知 

・高齢者による自家用車運転の事故を防ぐことを目的に、返納者に特典を付与するなど高齢者

の運転免許の返納を促す取り組みを進めるとともに、制度の周知を図ります。 

 

④公共交通に関する新たな広告の制作、カードゲームの活用、エピソードの募集・紹介など、 

公共交通を身近に感じ、地域の財産として守る機運の醸成 

・公共交通に関する新たな広告の制作、カードゲームの活用、エピソードの募集・紹介や、鉄

道やバスに触れる機会を増やすことにより、地域住民のマイレール、マイバス意識を醸成し

ます。 

 

 

施策 4-2：イベント等における利用促進 

①学校行事や地域行事における公共交通の利用促進 

②駅および駅周辺でのイベントの開催 

・学校行事や地域行事、イベント時における公共交通での移動を促進するため、主催者等と連

携し、公共交通利用を促す広報活動を実施します。 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
分かりやすい情報発信、モビリティ・マ
ネジメント、高齢者等や学生に配慮し
た支援制度

○ ○ ● ○
通勤・通学時の公共交通利用への意識醸
成、子ども向けの乗車体験、免許返納者へ
の支援

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容
スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

②
公共交通を身近に感じ、地域の財産と
して守る機運の醸成

○ ● ● ●
公共交通に関する新たな広告の制作、カード
ゲームの活用、エピソードの募集・紹介

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容
スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

③
行事やイベント等での公共交通の利用
促進

○ ● ○
学校行事や地域行事、イベント時の公共交
通利用の広報活動

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施
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施策５ ＪＲ越美北線の利用促進 

JR越美北線は、「九頭竜線」の愛称で親しまれている地域の基幹交通であり、地域住民の生活

に不可欠な交通手段として持続的な運行ができるよう、さらなる利用促進を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 5-1：ＪＲ越美北線の利便性向上 

①並行する京福バス大野線等と連携し、共通企画切符の販売や共同イベントの開催 

・ダイヤ上、相互に補完しながら運行している越美北線と路線バスが連携し、共通企画切符の

販売や共同イベントの開催、JR越美北線定期利用者の路線バス割引利用など、利用促進策を

検討します。 

 

 

施策 5-2：地域と連携した利用促進策の推進 

①戦国列車等のイベント列車の運行や沿線のまち歩きツアーなど観光利用の促進 

・戦国列車やサイクルトレイン等のイベント列車の運行や観光シーズンにおける臨時列車の運

行、沿線のまち歩きツアーの実施により、JR越美北線の観光利用の増加を図ります。 

 

 

②グループ利用への運賃助成やイベントでの利用促進 PRなど、地域と連携した利用の促進 

・越美北線利用者に対するクーポン券の配布、グループ利用に対する運賃助成、イベントでの

利用促進 PR など、地域住民と沿線自治体が連携した利用促進活動を通じて、JR 越美北線の

日常利用の増加を図ります。 

 

 

 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
路線バスとの連携による越美北線の
利用環境向上

○ ○ ○ ●
越美北線と路線バスの共通企画切符等の
検討・実施

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容
スケジュール

検討、実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

②
イベント列車の運行やまち歩きツアー
による観光利用の推進

● ● ●
戦国列車、サイクルトレイン等の運行、沿
線のまち歩きツアーの実施

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

継続実施継続実施継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

③ 地域と連携した利用促進 ● ● ○
越美北線利用者に対するクーポン券の
配布、イベントでの利用促進PRの実施
等

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施
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方向性２：新幹線駅からの利便性の高い二次交通の充実 

 

施策６ 北陸新幹線各駅からの二次交通の充実 

北陸新幹線の開業効果を県内全域に波及するため、新幹線駅から観光地等への利便性の高い

二次交通の整備・充実を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 6-1：主要拠点や観光地を結ぶ鉄道・バス・タクシーの充実 

①鉄道や路線バス、コミバスのダイヤについて、新幹線発着に合わせたダイヤ見直しを実施 

・新幹線駅に接続する広域交通（鉄道・地域間幹線バス等）やコミュニティバス等について、

観光客の移動を支える路線として、新幹線発着に合わせたダイヤの見直しを行い、乗継利便

性の向上を図ります。 

・路線の需要や利用実態を踏まえながら、観光客が利用しやすいダイヤの実現に向け、県、市

町、交通事業者で検討や調整を行います。 

 

 

②円滑な周遊観光実現に向け、路線バスや観光周遊バス等の充実、「はぴバス」など着地型観 

光バスツアーの造成、定額タクシー制度の導入・拡充 

 ・公共交通を利用した円滑な周遊観光を実現するため、主要拠点・観光地間を結ぶ路線バスや

観光周遊バス等の充実、「はぴバス」など着地型観光バスツアーの造成、定額タクシー制度

の導入・拡充等を検討します。 

 

 

③新幹線駅や観光地の移動ニーズに対応するタクシー配車アプリの充実やキャッシュレス決済 

の拡充により、稼働率を向上（再掲） 

 ・新幹線駅や観光地での個人の移動ニーズに対応するため、タクシー配車アプリの充実やキャ

ッシュレス決済の拡充を進め、利便性を向上させるとともに、タクシー稼働率の向上につな

げます。  

④路線バス・地域鉄道に交通系ＩＣカードを導入（再掲） 

・令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、路線バスに交通系ＩＣカードを導入しま

す。 

・地域鉄道（福井鉄道、えちぜん鉄道）についても、交通系ＩＣカードを早期に導入できるよ

う準備を進めます。 

 

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
新幹線発着に合わせた二次交通ダイ
ヤ設定

● ● ●
新幹線ダイヤにあわせた地域鉄道、バス
等の乗継しやすいダイヤ設定

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討 継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

② 円滑な周遊観光の実現 ○ ● ○
路線バスや観光周遊バス等の充実、着地
型観光バスツアーの造成、定額タクシー制
度の導入・拡充

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

検討 導入、継続実施
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施策 6-2：新幹線駅から目的地への案内機能の強化 

①観光客向け時刻表、ポータルサイト等の充実 

 ・公共交通での観光周遊を促し、福井の観光イメージを高めるため、観光客向け時刻表の作成

等を行います。 

 ・観光客向けポータルサイトや観光パンフレットに公共交通の利用案内を掲載するなど、積極

的な情報発信に取り組みます。 

 

 

 ②観光案内所の整備・機能強化 

 ・北陸新幹線福井・敦賀開業により増加が見込まれる観光客やインバウンドに対応するため、

既存の観光案内所の機能強化や新たな観光案内所の整備を進めます。 

③駅やバスターミナルにおけるデジタルサイネージの設置など案内情報の充実 

 ・主要駅やバスターミナルにおいて、案内サイネージの設置や多言語対応、利用できる交通手

段の明示など観光地等への案内機能の強化に努めます。 

 

 

 

  

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

③
観光客向け時刻表、ポータルサイト等
の充実

〇 ● ● ● 公共交通の経路案内の改善、情報発信

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者 R5 R6 R7 R8 R9 R10

④ 観光情報の案内強化 〇 ● ● ●
観光案内の機能強化・整備
主要駅やバスターミナルへの案内サイ
ネージの設置を検討

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

検討、実施
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施策７ 複数の交通モードの連携強化 

公共交通による観光客の円滑な移動を実現するため、ＭａａＳを活用した一体的な乗継サー

ビスの商品化を図るとともに、ホームページ等による積極的な情報発信を行います。 

 

■具体的な取組内容 

施策 7-1：公共交通を活用した観光モデルルートの設定 

①JR西日本の観光型ＭａａＳ「tabiwa」と連携し、観光施設の入場券付き周遊きっぷ等を企画 

・JR西日本の観光型ＭａａＳ「tabiwa」と連携し、嶺南地域も含めた周遊きっぷや観光施設の

入場券付き周遊きっぷの販売など、観光客にとって魅力的な商品の企画・開発を進めます。 

 

 

②地域鉄道や路線バス、観光タクシー、レンタサイクル等を活用した観光モデルルートを設定 

・地域鉄道や路線バスなどの公共交通を利用して移動する観光モデルルートを設定することで、

観光客の公共交通利用を促します。 

・観光タクシーやレンタサイクルを活用した観光モデルルートなど、多様な観光モデルルート

の設定について検討します。 

  

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
観光型ＭａａＳと連携した魅力的な商
品企画

○ ○ ●
ＪＲ西日本の観光型MaaS「tabiwa」を
活用した企画切符の検討、販売実施

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

②
公共交通による観光モデルルートの
設定

● ○ ●
各モードを組み合わせるなど、観光地を
周遊するモデルルートの検討、設定

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討、設定
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方向性３：公共交通での移動を楽しめる仕掛けづくり 

 

施策８ エンタメ交通の推進 

移動中に楽しめるアクティビティや観光資源と連携した企画の実施、車内における地域

の魅力発信に取り組むなど、公共交通自体の魅力向上を図ります。 

 

■具体的な取組内容 

施策 8-1：地域の観光資源と連動したイベント列車等の運行 

①恐竜博物館や一乗谷朝朝倉氏遺跡、酒蔵など地域の観光資源と連動したイベント列車等を企

画 

・恐竜博物館や一乗谷朝倉氏遺跡、東尋坊、酒蔵等の観光資源と連動したイベント列車の運行

や各種企画の実施等により、公共交通利用への訴求力を高めます。 

 

 

施策 8-2：観光列車、ラッピング車両等の導入 

①地域の魅力を発信する観光列車やラッピングバス車両等を導入 

・観光誘客を目的として、地域の魅力を発信する観光列車やラッピングバス車両等の導入を推

進します。 

 

 

施策 8-3：新技術を活用した新たな交通体験の創出  

①観光周遊型ＸＲバス「いこっさ！福井号」の運行など、デジタル技術を活用した観光体験の

提供 

・観光周遊型ＸＲバス「いこっさ！福井号」の導入など、移動自体を楽しむコンテンツを活用

した公共交通による観光体験の提供を検討します。 

 

 

②GPS機能を活用した公共交通によるデジタルスタンプラリー 

・スマートフォンの位置情報と連動した観光情報の提供や、公共交通の利用と連携したデジタ

ルスタンプラリーを実施します。 

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

①
地域の観光資源と連動したイベント
列車等の運行

● ○ ●
観光資源と連動したイベント列車等の運
行や各種企画を実施

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討 導入、継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

② 観光列車、ラッピング車両等の導入 ● ● ●
地域の魅力を発信する観光列車、ラッピ
ング車両を導入

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

③
AR／VR技術を活用した観光体験の
提供

○ ○ ●
鉄道やバスの乗車自体が目的となるよ
うなAR／VR技術を活用した公共交通
による観光体験の提供

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体）

内容

スケジュール

検討、実施
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③鉄道事業者が合同して運転体験や車両基地見学会等を内容とする「鉄道観光」イベントを 

実施 

・車両運転体験や車両基地見学会、イベント列車の運行など、鉄道の魅力を発信するイベント

を開催します。 

 

 

  

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

④
位置情報と連動した観光情報の提
供、デジタルスタンプラリーの実施

○ ○ ●
スマホの位置情報を利用して、観光案内
や鉄道駅や観光地を巡るデジタルスタ
ンプラリーを実施

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討 導入、継続実施

国 県 市町
交通

事業者
R5 R6 R7 R8 R9 R10

⑤
運転体験や車両基地見学会等の鉄道
イベントを鉄道事業者が合同で実施

○ ○ ●

車両運転体験や車両基地見学会、イベン
ト列車の運行など、福井鉄道、えちぜん
鉄道等の魅力を発信するイベントの開催
を検討

取組
No

施策名

実施主体
（●：主な主体、○：関連する主体） 内容

スケジュール

検討、実施
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VI 計画の達成状況の評価に係る事項 

 

１. 達成状況の評価 

計画を進めるにあたっては、ＰＤＣＡ（Plan･Do･Check･Action）のサイクルによる継続的な取

組みを行い、必要に応じて適宜改善を図っていきます。 

県は毎年、福井県嶺北地域公共交通活性化協議会（以下、協議会という）を開催し、協議会に

おいて各取組みの実施状況および目標の達成状況を分析・評価します。各取組みについて得られ

た結果のほか、今後の地域や社会の情勢、交通手段に関する技術革新の動向、人々の意識･行動

や嗜好･流行の変化等によっては、計画内容の更新、見直し等を行います。 

市町・交通事業者等の各実施主体においては、本計画および協議会の内容を踏まえた着実な

取組みの展開を進めるとともに、展開した施策についての検証や数値目標などのモニタリング

を行い、次年度以降の施策展開への反映や、必要に応じて実施内容の見直しを行います。 

また、計画最終年度には、計画期間中の取組みおよび目標に対する評価等を行いつつ、さら

なる公共交通ネットワークの強化に向け、計画の改定を行います。 

 

２. 評価指標と目標の考え方 

本計画の達成状況を評価するため、施策の方向性として設定した「持続可能な交通ネットワ

ークの構築」、「新幹線駅からの利便性の高い二次交通の整備」、「公共交通での移動を楽し

める仕掛けづくり」の３つの観点から評価指標を設定し、期間中に達成すべき目標値を定めま

す。なお、評価指標等については、以下の内容を踏まえて設定します。 

・当地域の公共交通の利用促進は、路線網や運行方法、利用環境の充実等だけでなく、居住者

の公共交通に対する意識や考え方、ライフスタイルの変容、観光客へのコンテンツの魅力発

信・アピール等による部分が大きい。様々な要素が絡む中、計画策定段階でそれらの複合効

果を的確に想定することは難しいため、現時点における目標値は居住者、関係者等が共有す

る努力目標として、客観的に数値で共有できる定量的な指標を設定する。 

・北陸新幹線福井・敦賀開業に伴い、福井駅や芦原温泉駅、越前たけふ駅の乗降客数や来訪客

数等は、嶺北地域の公共交通の取組に関わらず増加するものと予測される一方、人口減少や

コロナによるライフスタイルの変化、さらに、路線の再編や見直しなども想定される。この

ため、各駅の単純な乗降客数だけでは評価できないことから、指標については工夫を行い設

定する。 

・嶺北地域全体の目標を設定するものの、市町の規模等に差異があるため、大きな市の動向に

結果が左右される面がある。したがって、各市町でも取組み結果を個別にチェックできる指

標を設定する。 

・地域全体の目標であり、11市町にわたる状況を把握する必要があるため、なるべく各市町が

定期的な数値を容易に取得できる指標を設定する。 
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【評価指標と目標値】 

指標 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R10） 

目標値の 

考え方 
計測方法 

地域鉄道３社の 

1日当たり利用者数 

 

（３社：ハピラインふくい、 

福井鉄道、えちぜん鉄道） 

32,083 人 36,000 人 
各鉄道計画の目標値

の達成を目指す 

交通事業者保有の 

乗降データにより毎年計測 

地域間幹線系統の 

人口当たり 

年間利用回数 

2.3回 2.7回 

広域バスの維持確保

のため、コロナ前

（R1）の水準に戻す 

バス事業者保有の 

乗降データにより毎年計測 

地域間幹線系統バスの 

年間輸送人員／嶺北地域人口 

地域間幹線系統の 

収支率 
40.0% 52.6％ 

広域バスの維持確保

のため、コロナ前

（R1）の水準に戻す 

バス事業者の決算書により

毎年計測 
地域間幹線系統バスの 

経常収入／経常費用 

地域間幹線系統の 

利用者当たり 

県の財政負担額 

72.3円 63.4円 

広域バスの維持確保

のため、コロナ前

（R1）の水準に戻す 

バス事業者保有の乗降 

データ等により毎年計測 
地域間幹線系統バスの 

県行政負担額／年間輸送人員 

県・市町による 

利用促進等に資する 

取組み件数 

58件 150件 
現行の取組数の 

３倍を目指す 

市町への聞き取りにより 

毎年計測 

公共交通の 

オープンデータ化 
81.8% 100% 

すべての市町で 

実施を目指す 

県 HPに掲載されている 

データ等により毎年確認 

路線バス、地域鉄道の 

キャッシュレス 

決済導入率 

0% 100% 

すべての 

対象車両の 

導入を目指す 

事業者への聞き取りにより 

毎年確認 
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参考資料 

１. 計画策定の経緯 

 

会議等名 年月日 主な協議事項 

福井県嶺北地域公共交通活性

化協議会設立総会 
令和４年４月１５日 

・福井県嶺北地域公共交通計画の

策定について 

第１回福井県嶺北地域公共交

通活性化協議会 
令和４年６月６日 

・地域交通の確保に向けた取組事

例について 

・嶺北地域公共交通計画策定にか

かる委託業務について 

利用者アンケート調査の実施 
令和４年７月 14日（木） 

７月 17日（日） 

・公共交通の利用状況や改善意見

等を把握 

住民アンケート調査の実施 
令和４年７月 29日～ 

８月８日 

・日常の移動実態や公共交通を利

用に向けた課題等を把握 

第２回福井県嶺北地域公共交

通活性化協議会 
令和４年１１月２８日 

・計画策定に向けた嶺北地域の現

状と課題、施策の方向性について 

第３回福井県嶺北地域公共交

通活性化協議会 
令和５年３月２２日 

・福井県嶺北地域公共交通計画 策

定スケジュールについて 

・福井県嶺北地域公共交通計画の

概要、施策案について 

第４回福井県嶺北地域公共交

通活性化協議会 
令和５年９月１日 

・福井県嶺北地域公共交通計画の

骨子案について 

第５回福井県嶺北地域公共交

通活性化協議会 
令和５年１１月２７日 

・福井県嶺北地域公共交通計画案

について 

パブリックコメントの実施 
令和４年 12月１日～ 

12月 15日 
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２. 委員名簿 

 

福井県嶺北地域公共交通活性化協議会 

 

 

（令和５年12月末現在）

区　分 役　職 氏　名

1 学識経験者 教授 川本　義海 会長

2 教授 三寺　潤

3 地方公共団体 福井県 未来創造部 部長 藤丸　伸和

4 福井県 未来創造部 新幹線・交通まちづくり局長 武部　衛

5 福井市 都市戦略部 部長 山本　誠一

6 大野市 くらし環境部 部長 乾川　和則 監事

7 勝山市 未来創造課 課長 小林　真紀

8 鯖江市 政策経営部 部長 高崎　則章

9 あわら市 市民生活部 部長 山下　綱章

10 越前市 総合政策部 部長 奥山　茂夫

11 坂井市 生活環境部 部長 矢尾　雅代

12 永平寺町 総合政策課 課長 清水　智昭

13 池田町 総務財政課 課長 森川　弘一

14 南越前町 観光まちづくり課 課長 中村　勝典

15 越前町 総務部門 理事 菅原　辰彦 監事

16 交通事業者 副支社長 岡　久資

17 代表取締役社長 小川　俊昭

18 代表取締役社長 吉川　幸文

19 代表取締役社長 前田　洋一

20 代表取締役社長 岩本　裕夫

21 会長 岩本　裕夫

22 会長 矢﨑　孝明

23 道路管理者 所長 橋本　亮

24 関係公安委員会 課長 松浦　則幸

25 利用者 福井県老人クラブ連合会（女性委員長） 副会長 歸山　美智栄

26 福井県PTA連合会 事務局次長 佐々木　英江

27 事務局長 畑中　容子

28 国 部長 岡田　英雄 オブザーバー

29 支局長 髙桒　宏之 オブザーバー

30 事務局 福井県 交通まちづくり課

31 地域鉄道課

32 観光誘客課

33 道路保全課

34 都市計画課

35 嶺北１１市町 交通担当課

株式会社ハピラインふくい

所　属

福井大学大学院

福井工業大学

西日本旅客鉄道株式会社金沢支社

福井県警察本部交通部交通規制課

公益社団法人福井県観光連盟

中部運輸局交通政策部

中部運輸局福井運輸支局

福井鉄道株式会社

えちぜん鉄道株式会社

京福バス株式会社

公益社団法人福井県バス協会

一般社団法人福井県タクシー協会

福井河川国道事務所



 

 

 

 

 

 

 

 

嶺北地域公共交通計画 
 

付属資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 月 

 

 

 

福井県嶺北地域公共交通活性化協議会 

福井県・福井市・大野市・勝山市・鯖江市・あわら市・ 

越前市・坂井市・永平寺町・池田町・南越前町・越前町 
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I 嶺北地域をとりまく環境 

１. 位置・地勢・気候 

【嶺北地域の概要】 

 
 

 

降
水
量 

最大：304mm（12月） 

最小：137mm（4月） 

平均：192mm 

平
均
気
温 

最高：27.4℃（８月） 

最低： 3.2℃（1月） 

平均：14.8℃ 

降
雪
の
深
さ 

最大：85cm（１月） 

最小：14cm（３月） 

平均：47cm 

出典：気象庁 

※平成 3 年から令和 2 年までの 30 年間の平均値 
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【福井県の近年の災害の記録】 
 

〇2021(令和 3)年 1月 7日～1月 10日 大雪 

  線路や道路への降雪により鉄道、バスにおいて運休が発生 

被害状況 気象状況その他 

(1)人的被害  死亡 6 人 

重症 17 人  

軽傷 74 人  

(2) 住家被害  全壊 1 棟  半壊 1 棟  

一部破損 3 棟  

床上浸水 2 棟  

床下浸水 14 棟  

(3)公共交通機関への主な影響 

JR 北陸本線 終日運休 1 日 

JR 越美北線（福井～越前大野）  

終日運休 4 日 

JR 越美北線（越前大野～九頭竜湖）  

終日運休 7 日 

福井鉄道 終日運休 2 日 

えちぜん鉄道（三国芦原線）  

終日運休 2 日 

えちぜん鉄道（勝山永平寺線）  

終日運休 4 日 

京福バス 終日運休 3 日 

＜日降最大降雪量＞ 

福井   54cm(1 月 9 日) 

武生   32cm(1 月 8 日) 

大野   63cm(1 月 8 日) 

九頭竜 39cm(1 月 8 日) 

今庄   39cm(1 月 10 日) 

敦賀   13cm(1 月 10 日) 

＜最深積雪最大値＞ 

福井   107cm(1 月 9 日) 

武生    64cm(1 月 10 日) 

大野   162cm(1 月 10 日) 

九頭竜 187cm(1 月 10 日) 

今庄    91cm(1 月 10 日) 

敦賀    16cm(1 月 10 日) 

 

〇2022(令和 4)年 8月 4日～8月 5日 大雨 

  駅の冠水や道路の通行止めにより鉄道、バスにおいて運休が発生 

被害状況 気象状況その他 

(1)住家被害   全壊 8 棟  半壊 70 棟  

一部破損 1 棟  

床上浸水 85 棟  

床下浸水 184 棟  

(2)非住家被害 その他 14 棟  

(3)公共交通機関への主な影響 

JR 北陸本線（武生～敦賀）  

終日運休 7 日 

福鉄バス（王子保・河野線）  

終日運休 3 日 

＜日最大 1 時間降水量＞  

今庄 74.0mm(5 日 09 時 13 分) 

美浜 66.0mm(5 日 06 時 58 分) 

九頭竜 65.5mm(4 日 07 時 31 分) 

勝山 56.0mm(4 日 09 時 27 分) 

大野 56.0mm(4 日 09 時 17 分) 

＜期間降水量（3 日～5 日）＞ 

今庄 426.0mm 武生 233.5mm  

大野 219.5mm 九頭竜 206.5mm  

福井 189.0mm 美山 186.0mm  

勝山 182.0mm 

出典：福井県地域防災計画資料編（R5.3）、福井県災害対策本部資料 

※令和３年以降に福井県災害対策本部が設置されたもの  
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２. 人口 

１）人口の推移 

【人口の推移】 

 
出典（実績値）：国勢調査、出典（推計値）：国立社会保障・人口問題研究所 

 

【各市町における人口の増減率（H22→R2）】 

 

出典：国勢調査  
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参考：各市町の人口及び将来人口の推移 

 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

  

国調 社人研推計（H30）

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

嶺北地域 667,690 673,915 676,459 672,358 660,910 646,813 632,190 610,974 589,502 566,167 540,890 514,870 -4%

福井市 270,911 272,970 269,557 269,144 266,796 265,904 262,328 260,283 255,360 249,301 242,149 234,380 -2%

大野市 41,837 41,069 39,632 37,843 35,291 33,109 31,286 28,568 26,323 24,093 21,893 19,743 -11%

勝山市 29,805 29,162 28,143 26,961 25,466 24,125 22,150 21,368 19,935 18,498 17,033 15,578 -13%

鯖江市 62,283 62,890 64,898 66,831 67,450 68,284 68,302 68,475 67,839 66,836 65,458 63,912 1%

あわら市 31,743 32,432 32,178 31,081 29,989 28,729 27,524 25,729 24,159 22,573 20,939 19,306 -8%

越前市 84,897 85,533 87,699 87,742 85,614 81,524 80,611 73,577 69,359 65,075 60,663 56,254 -6%

坂井市 83,372 86,870 91,173 92,318 91,900 90,280 88,481 85,336 82,402 79,138 75,536 71,802 -4%

永平寺町 19,387 20,183 21,182 20,764 20,647 19,883 18,965 18,116 17,174 16,185 15,241 14,308 -8%

池田町 4,203 4,032 3,759 3,405 3,046 2,638 2,423 2,003 1,749 1,530 1,326 1,137 -20%

南越前町 13,804 13,616 13,221 12,274 11,551 10,799 10,002 9,220 8,475 7,758 7,028 6,329 -13%

越前町 25,448 25,158 25,017 23,995 23,160 21,538 20,118 18,299 16,727 15,180 13,624 12,121 -13%

H22→R2

増減率
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【嶺北地域の年齢３区分別人口の推移】 

 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

 

【高齢化率の変化（H22→R2）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 
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２）人口分布 

【人口分布の変化（平成 27年→令和２年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

（H27→R2 年の町丁字別人口の増減）  

拡大図 
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３. 移動特性 

１）１世帯あたり自家用車保有台数の推移 

【１世帯あたり自家用車保有台数（各年３月末現在）】 

 

出典：（一財）自動車検査登録情報協会 

 

 

２）嶺北地域内移動における交通分担率(通勤・通学時) 

【通勤の交通分担率】          【通学の交通分担率】 

 

 

※福井県は、県内 9 市 8 町（計 17 市町）の数値 

出典：令和２年国勢調査  
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鉄道・乗合バス タクシー 自家用車 送迎バス オートバイ 自転車 徒歩 その他
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３）通勤通学時の移動状況 

【地域内の通勤・通学の動き】 

＜通勤の移動（15歳以上就業者）> 

 

※（ ）内は自市町内の通勤者数、池田町の市町別の移動数は 500 人未満のため、100人以上を表示 

＜通学の移動（15歳以上通学者）＞ 

 

※（ ）内は自市町内の通学者数、池田町の市町別の移動数は 50 人未満のため、10 人以上を表示 

出典：令和２年国勢調査 

 

 

  

市町内

70%

他市町

30%

（N=316,153)

市町内

67%

他市町

33%

（N=27,050)



9 

４）日常生活（平日）の移動状況 

【移動目的】             【移動時間帯】 

 

 

【代表交通手段※分担率（移動目的別）】 

 
出典：住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）より集計 

※ 代表交通手段：1 回の移動で利用した主な交通手段のことあり、複数の交通手段を利用した場合、主

な交通手段の集計上の優先順位は、鉄道→バス→自動車→自転車→徒歩の順として集計したもの。 
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その他
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

集計

鉄道 バス タクシー 自動車 自転車 徒歩

合計
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５）日常生活（平日）における目的地分布 

 

【日常生活（平日）における目的地分布】 

 

  

市街地を中心とし

つつも面的に広が

っている 

0                       20 回答以上※ 

※住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）から得られた目的地回答の点データを、カーネル密度推定（影響

範囲：1000m、Kernel shape 関数：Quartic）により加工・算出し図示したもの。 
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【日常生活（平日）における目的地分布（鉄道・バスのみ）】 

 

 

 

  

駅・中心部周辺

に目的地が集中 

0                       20 回答以上※ 

※住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）から得られた目的地回答の点データを、カーネル密度推定（影響

範囲：1000m、Kernel shape 関数：Quartic）により加工・算出し図示したもの。 
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６）買物の目的地分布 

 

【買物の目的地分布】 

 

 

 

 

 

【買物移動における代表交通手段分担率】 

 

 

出典：住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）より集計 
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郊外のロードサイ

ド型の商業施設周

辺を目的地とする

移動が多い 

0                      20 回答以上※ 

※住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）から得られた目的地回答の点データを、カーネル密度推定（影響

範囲：1000m、Kernel shape 関数：Quartic）により加工・算出し図示したもの。 
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７）通院の目的地分布 

 

【通院の目的地分布の状況】 

 

 

 

 

 

【通院移動における代表交通手段分担率】 

 

 

出典：住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）より集計 
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0                              20 回答以上※ 

※住民アンケート調査（令和 4 年 7 月）から得られた目的地回答の点データを、カーネル密度推定（影響

範囲：1000m、Kernel shape 関数：Quartic）により加工・算出し図示したもの。 
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８）観光客の移動 

（１）観光入込客の推移 

 

【県内の観光入込客数の推移】 

 

出典：福井県観光客入込数（推計） 

 

【嶺北地域各市町の観光入込客数の推移】 

 

出典：福井県観光客入込数（推計） 
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参考：嶺北地域の主要観光施設における入込客数の推移（1/2） 

単位：千人 

 
出典：福井県観光客入込客数（推計） 

※野外恐竜博物館含む  

市町 観光施設 H30 R1 R2 R3 R4

一乗谷朝倉氏遺跡 722 1,057 851 567 751

越前海岸（福井市） 334 305 222 199 228

あさくら水の駅 117 122 128 147 178

足羽山公園遊園地 29 134 85 117 134

セーレンプラネット 108 96 55 87 128

福福館 131 123 78 86 90

健康の森温泉 112 128 75 58 70

越前水仙の里温泉波の華 56 59 44 52 62

養浩館庭園 63 61 33 33 52

道の駅「越前おおの荒島の郷」 - - - 671 626

大野まちなか観光 883 865 409 360 533

九頭竜湖 291 313 227 198 246

六呂師高原 186 186 102 108 102

道の駅｢九頭竜｣ 145 166 105 87 99

和泉ふれあい会館 57 58 55 51 64

九頭竜峡 58 62 43 38 45

恐竜博物館・かつやま恐竜の森  ※ 1,128 1,259 531 534 989

道の駅「恐竜渓谷かつやま」 - － 247 325 442

スキージャム勝山 317 291 136 197 251

越前大仏・勝山城博物館 113 125 108 129 157

平泉寺白山神社 228 216 117 96 116

ゆめおーれ勝山 76 82 48 47 53

西山公園 949 899 427 620 790

道の駅「西山公園」 378 390 274 303 347

めがねミュージアム 195 208 136 116 140

ラポーゼかわだ 102 96 62 75 85

うるしの里会館 90 89 49 54 82

あわら温泉 885 838 497 424 551

きららの丘 201 200 196 187 188

芦湯 140 155 115 114 131

金津創作の森 103 140 48 72 102

北潟湖畔 87 77 56 65 70

セントピアあわら 72 71 40 44 60

福井市

大野市

勝山市

鯖江市

あわら市
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参考：嶺北地域の主要観光施設における入込客数の推移（2/2） 

単位：千人 

 

出典：福井県観光客入込客数（推計） 

  

市町 観光施設 H30 R1 R2 R3 R4

武生中央公園 1,067 1,420 1,009 1,172 1,289

市民プラザたけふ（てんぐちゃん広場） - 88 300 335 -

越前そばの里 338 470 247 182 258

しきぶ温泉湯楽里 208 220 146 172 185

越前和紙の里 112 92 72 86 101

紫式部公園 63 63 2 75 89

万葉の里味真野苑・万葉館 76 253 87 71 60

東尋坊 1,354 1,414 676 451 620

三国湊町散策 64 71 401 345 283

福井県総合グリーンセンター 269 166 454 284 377

福井県児童科学館 565 564 297 254 302

芝政ワールド 483 442 207 199 276

越前松島水族館 273 302 199 195 262

ふれあいパーク三里浜 538 553 215 192 157

丸岡城 357 413 141 172 169

地域交流センターいねす 119 114 143 146 192

ゆりの里公園 183 211 101 118 125

三国温泉ゆあぽーと 91 93 74 73 132

道の駅「禅の里」 321 303 221 219 239

大本山永平寺 492 522 264 192 317

永平寺温泉「禅の里」 93 92 66 60 64

池田町 こってコテいけだ 76 64 60 58 56

道の駅  南えちぜん山海里 - - - 396 1,186

越前海岸（南越前町） 72 76 106 145 187

河野地区買物・地域交流拠点施設 － 94 97 93 91

道の駅「河野」 86 99 87 87 115

花はす温泉そまやま 77 85 50 60 66

四季菜 － 76 78 55 16

今庄３６５温泉やすらぎ 62 50 25 32 18

道の駅「越前」 874 859 685 572 658

越前海岸（越前町） 782 825 511 432 539

劔神社 160 178 173 149 157

越前陶芸村 102 94 59 48 54

坂井市

永平寺町

南越前町

越前町

越前市
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（２）観光客の移動手段 

 

【観光客の県内での移動手段】 

 
電車、バス、タクシー：JR、私鉄、市内電車、貸切バス・観光バス、市内バス、タクシー・ハイヤーの合計 

出典：福井県観光動態調査 

 

【広域交通拠点からの主な二次交通の運行状況】 

拠点 行き先方面 主な交通モード 主な観光地 

福井駅 坂井・あわら ハピラインふくい 

えちぜん鉄道三国芦原線 

路線バス（京福） 

東尋坊 

越前松島水族館 

あわら温泉 

丸岡城 

福井 ハピラインふくい 

えちぜん鉄道三国芦原線 

福井鉄道福武線 

路線バス（京福、福鉄） 

養浩館 

一乗谷朝倉氏遺跡 

足羽山公園 

永平寺・大野・勝山 JR越美北線 

えちぜん鉄道勝山永平寺線 

路線バス（京福） 

直通バス（京福） 

大本山永平寺 

恐竜博物館 

大野まちなか 

丹南 ハピラインふくい 

福井鉄道福武線 

路線バス（京福、福鉄） 

越前海岸 

武生中央公園 

西山公園 
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拠点 行き先方面 主な交通モード 主な観光地 

芦原温泉駅 坂井 ハピラインふくい 

路線バス（京福） 

直通バス（京福） 

あわらぐるっとタクシー 

東尋坊 

越前松島水族館 

あわら温泉 

丸岡城 

永平寺・大野・勝山 路線バス（京福） 

直通バス（京福） 

大本山永平寺 

武生駅 

鯖江駅 

福井方面 ハピラインふくい 

福井鉄道福武線 

越前海岸 

丹南方面 路線バス（福鉄） 

つつじバス 

のろっさ 

迎車で GO 

鯖江市定額タクシー 

越前市デマンド交通 

武生中央公園 

西山公園 

めがねミュージアム 
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＜主な観光施設の分布及び交通手段＞ 

【坂井地区】 

（令和５年４月１日現在） 
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（令和５年１０月１日以降の将来像） 
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※鉄道、バスの本数は令和 5年 10 月時点 
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【奥越地区】 

（令和５年４月１日現在） 
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（令和５年１０月１日以降の将来像） 
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【丹南地区】 

（令和５年４月１日現在） 
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（令和５年１０月１日以降の将来像） 
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※鉄道、バスの本数は令和 5年 10 月時点 
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４. 運転免許保有及び事故発生状況 

１）高齢者の運転免許の保有状況 

【高齢者の運転免許者保有者割合の推移】 

 
出典：運転免許統計 

２）事故の発生状況 

【運転手に起因する死亡事故に占める高齢者割合の推移】 

 
出典：第 11 次福井県交通安全計画をもとに作成  
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高齢者の占める平均割合（H30-R4）：27.0％ 

高齢者の占める平均割合（H30-R4）：39.9％ 
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II 嶺北地域の公共交通の現況 

１. 嶺北地域の公共交通ネットワークの状況 

１）ネットワークの概要 

 

【公共交通ネットワークの状況】 

 

出典：交通事業者ホームページおよび福井県オープンデータ（ＧＴＦＳ）を一部加筆修正  

JR越美北線 

JR北陸本線 

福井鉄道福武線 

えちぜん鉄道勝山永平寺線 

えちぜん鉄道三国芦原線 

京福バス 

福井鉄道バス 

コミュニティバス等 

（経路が定まっている路線のみ表示） 
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【福井・坂井地区の公共交通ネットワーク（幹線系統）】 

 

 

【奥越地区の公共交通ネットワーク（幹線系統）】 
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【丹南地区の公共交通ネットワーク（幹線系統）】 
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２）市町別の公共交通人口カバー率 

【公共交通空白地域の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典（人口）：令和２年国勢調査 250m人口メッシュ 

  

JR越美北線 

JR北陸本線 

福井鉄道福武線 

えちぜん鉄道勝山永平寺線 

えちぜん鉄道三国芦原線 

① 鉄道 1km＋民間路線バス 500m 

② ①＋コミュニティバス等（停留所位置が 

定まっている路線のみ表示） 

人口 公共交通カバー人口 公共交通カバー率

R2国調人口 路線のみ 路線＋コミ 路線のみ 路線＋コミ

福井市 262,328 246,779 251,749 94% 96%

大野市 31,286 19,423 30,920 62% 99%

勝山市 22,150 12,703 21,762 57% 98%

鯖江市 68,302 40,806 67,264 60% 98%

あわら市 27,524 20,119 26,775 73% 97%

越前市 80,611 58,972 79,178 73% 98%

坂井市 88,481 78,756 88,029 89% 99%

永平寺町 18,965 16,491 18,756 87% 99%

池田町 2,423 1,382 2,391 57% 99%

南越前町 10,002 4,571 9,538 46% 95%

越前町 20,118 16,757 19,042 83% 95%

嶺北地域計 632,190 516,759 615,403 82% 97%

路線のみ：鉄道1km圏＋民間路線バス500m圏

路線＋コミ：鉄道1km圏＋民間路線バス・コミュニティバス・乗合タクシー等500m圏

　　　　　（停留所が定まっている路線）

人口

R2国調人口 路線のみ 路線+コミ 路線のみ 路線+コミ

福井市 262,328 246,072 252,081 94% 96%

大野市 31,286 19,634 30,994 63% 99%

勝山市 22,150 12,819 21,226 58% 96%

鯖江市 68,302 41,399 67,266 61% 98%

あわら市 27,524 19,365 26,776 70% 97%

越前市 80,611 58,467 79,185 73% 98%

坂井市 88,481 79,563 88,229 90% 100%

永平寺町 18,965 17,207 18,757 91% 99%

池田町 2,423 1,377 2,389 57% 99%

南越前町 10,002 4,717 9,943 47% 99%

越前町 20,118 17,937 19,828 89% 99%

嶺北地域計 632,190 518,557 616,674 82% 98%

公共交通カバー人口 公共交通カバー率
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２. 公共交通の利用状況 

１）鉄道 

（１）JR北陸本線 

【ＪＲ北陸本線路線図（嶺北地域）】 

  

【1日当たり乗車人員の推移】 

【定期・定期外別の乗車人員の推移】 

出典：ＪＲ西日本資料及び福井県統計年鑑 

南今庄～牛ノ谷間の各駅乗車人員の合計 
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【北陸本線の駅別乗車数（令和４年）及び人口増減（平成 27年度→令和２年度）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JR北陸本線の駅別乗車数の推移（平成 27年度→令和４年度）】 

 
出典（人口）：国勢調査（H27→R2年の町丁字別人口の増減）、出典（駅別乗車数）：ＪＲ西日本資料（1日平均乗車数）  

1日平均乗車数（年間乗車数÷365） 直近1年 2015年を100とした伸び率

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 伸び率 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

牛ノ谷 22 18 21 23 22 11 13 11 85% 100% 82% 95% 105% 100% 50% 59% 50%

細呂木 68 60 56 50 69 59 64 87 136% 100% 88% 82% 74% 101% 87% 94% 128%

芦原温泉 1,799 1,822 1,833 1,790 1,690 1,111 1,223 1,566 128% 100% 101% 102% 99% 94% 62% 68% 87%

丸岡 1,037 1,112 1,108 1,064 1,047 863 935 999 107% 100% 107% 107% 103% 101% 83% 90% 96%

春江 1,029 1,003 1,082 1,073 1,103 888 941 1,011 107% 100% 97% 105% 104% 107% 86% 91% 98%

森田 811 840 875 901 933 702 763 815 107% 100% 104% 108% 111% 115% 87% 94% 100%

福井 9,937 10,132 10,257 10,430 10,301 6,759 7,600 9,012 119% 100% 102% 103% 105% 104% 68% 76% 91%

越前花堂 391 440 476 480 460 359 371 395 106% 100% 113% 122% 123% 118% 92% 95% 101%

大土呂 305 315 338 337 354 283 279 274 98% 100% 103% 111% 110% 116% 93% 91% 90%

北鯖江 467 477 518 526 514 432 463 496 107% 100% 102% 111% 113% 110% 93% 99% 106%

鯖江 2,111 2,263 2,283 2,349 2,313 1,438 1,728 2,025 117% 100% 107% 108% 111% 110% 68% 82% 96%

武生 2,328 2,344 2,370 2,425 2,330 1,435 1,663 1,967 118% 100% 101% 102% 104% 100% 62% 71% 84%

王子保 247 251 253 266 271 228 243 256 105% 100% 102% 102% 108% 110% 92% 98% 104%

南条 331 348 342 330 310 233 251 259 103% 100% 105% 103% 100% 94% 70% 76% 78%

湯尾 83 97 94 93 94 75 68 72 106% 100% 117% 113% 112% 113% 90% 82% 87%

今庄 169 165 162 154 159 113 107 115 107% 100% 98% 96% 91% 94% 67% 63% 68%

南今庄 16 13 13 13 13 10 9 9 100% 100% 81% 81% 81% 81% 63% 56% 56%

北 陸 線 合 計 21,151 21,700 22,081 22,304 21,983 14,999 16,721 19,369 116% 100% 103% 104% 105% 104% 71% 79% 92%

人口増減 

150人以上減少 

149人～50人減少 

49人～20人減少 

19人減少～9人増加 

10人～49人増加 

50人～149人増加 

150人以上増加 
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（２）JR越美北線 

【ＪＲ越美北線路線図】 

 

 

【1日当たり乗車人員の推移】 【定期・定期外別の乗車人員の推移】 

  

出典：ＪＲ西日本資料及び福井県統計年鑑 
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（３）福井鉄道 

 

【福井鉄道福武線路線図】 

  【利用者数の推移】 
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出典：福井鉄道資料 

出典：福井鉄道資料 

【営業収益及び営業収支比率】 
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（４）えちぜん鉄道 

 

【えちぜん鉄道三国芦原線・勝山永平寺線路線図と路線別利用者数の推移】 

 
【利用者数の推移】 【営業収益及び営業収支比率】 

 

出典：えちぜん鉄道資料 

 

出典：えちぜん鉄道資料 

 

  

※共通区間：福井-福井口 

三国芦原線 

勝山永平寺線 
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1,661 1,637 

1,223 
1,413 

1,589 

771 750 

538 

607 

679 

3,700 3,625 

2,651 

3,003 

3,391 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30 R1 R2 R3 R4

共通区間 三国芦原線 勝山永平寺線（千人）



35 

（５）鉄道事業者の採用者数と離職者数の推移 

 

【その他の輸送の職業の有効求人倍率の推移（正社員）】 

 

出典：福井労働局 HP 

※各年７月の数値、その他の輸送の職業は自動車運転の職業及び定置・建設機械運転を除く 

 

 

【えちぜん鉄道・福井鉄道の採用者数と離職者数の推移等】 

 

 人数 平均年齢 充足状況 

運輸部門（運転士・アテンダント等） 144 39 89% 

技術部門（施設管理・車両整備等） 49 44 86% 

事務部門（事務・営業等） 15 43 68% 

出典：令和４年運転士等従業員調べ（福井県） 
※人数、平均年齢、充足率は、福井鉄道とえちぜん鉄道との合算 
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（６）鉄道に対する改善要望 

【住民アンケート】

 

【利用者アンケート】 
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鉄道・バスの乗り換え時間の短縮

スマホなどでの遅延・運行情報の提供

運賃の見直し

キャッシュレス決済（交通系ICカード等）への対応

アテンダント等（乗務員）による接客サービス

車両の乗り心地の改善

駅のバリアフリー対応

駅舎環境（待合室、ベンチ、Wi-Fi、コインロッカー等）の整備

新駅の設置
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２）路線バス 

（１）広域幹線バスの利用者数と経営状況 

【広域幹線バスの輸送人員の推移（嶺北地域）】 

 

出典：福井県資料 

本数字はバス事業年度（前年 10 月から 9 月） 

 

【地域間幹線系統の実車走行キロ当たりの輸送人員】 

 
出典：福井県資料 

本数字はバス事業年度（前年 10月から 9月）  

【用語解説】 
実車走行キロ：バスが実際に

乗客を乗せて走った距離（km） 
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【収支率（経常収支比率）の推移】 

 
出典：福井県資料 

本数字はバス事業年度（前年 10月から 9月） 

 

【地域間幹線系統の行政負担額の推移】 【県単広域の行政負担額の推移】 

  
 

出典：福井県資料 

本数字はバス事業年度（前年 10月から 9月） 

  

【用語解説】 
収支率＝収入÷支出×100 
この割合が低くなるほど赤字

が大きくなる 
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（２）各広域幹線バス系統の状況 

①対象路線 

 

【補助対象路線の一覧表】 

 

  

起点 経由 終点

1 武生越前海岸線 たけふ新駅 八田・織田 かれい崎 越前市、越前町

2 福浦線 田原町 西田中・織田 かれい崎 福井市、鯖江市、越前町

3 南越線 シピィ 越前武生駅・武生東高校 和紙の里 越前市（武生市、今立町）

4 鯖浦線（かれい崎） JR北鯖江駅 アルプラザ鯖江・織田病院 かれい崎 鯖江市、越前町

5 鯖浦線（織田） JR北鯖江駅 アルプラザ鯖江・西田中 織田 鯖江市、越前町

6 池田線 越前武生駅 武生東高校 金山・魚見 越前市、池田町

7 越前海岸ブルーライン 福井駅 佐野 波の華 福井市（福井市、越廼村）

8 エンゼルランド線 福井駅 藤島高校前 エンゼルランド 福井市、坂井市

9 丸岡線 福井駅 田原町 丸岡城 福井市、坂井市

10 県立病院丸岡線 福井駅 県立病院 丸岡城 福井市、坂井市

11 大学病院線 福井駅 松岡駅・福井大学病院 県立大学 福井市、永平寺町

12 大和田丸岡線 福井駅 アピタ・エルパ前 丸岡城 福井市、坂井市

13 大和田大学病院線 福井駅 アピタ・エルパ前 福井大学病院 福井市、永平寺町

14 勝山大野線 ヴィオ あっ宝んど・勝山駅前 福井勝山総合病院 大野市、勝山市

15 大野線 福井駅 花山 ヴィオ 福井市、大野市

16 清水グリーンライン 福井駅 赤十字病院・みどり図書館前 清水プラント３ 福井市（福井市・清水町）

17 西田中宿堂線 福井駅 清水プラント３ 天王 福井市、越前町

18 東尋坊線 芦原温泉駅 あわら湯のまち 三国観光ホテル あわら市、坂井市

19 芦原丸岡永平寺線 永平寺門前 丸岡バスターミナル 芦原温泉駅 永平寺町、あわら市、坂井市

20 三国丸岡線 三国駅 いすね 霞の郷 坂井市

21 春江丸岡線 大石コミュニティセンター 春江駅 霞の郷 坂井市

1 武生越前海岸線 越前武生駅 陶芸館・織田 越前岬 越前市、越前町

2 王子保河野海岸線 越前武生駅 妙法寺/松森 糠長島 越前市、南越前町

3 運転者教育センター 福井駅 運転者教育センター 福井駅 福井市、坂井市

4 大学病院新田塚線 福井駅 JR森田駅 福井大学病院 福井市、坂井市、永平寺町

5 茱崎線 福井駅 道守高校 水仙ﾗﾝﾄﾞ入口 福井市、越前町

6 鶁三国線 福井総合病院 砂子坂 三国駅前 福井市、坂井市

7 丸岡永平寺線 ＪＲ丸岡駅 丸岡中学校・福井大学病院 永平寺口駅 坂井市、永平寺町

運行区間
関係市町

県
単
広
域

福

井

鉄

道

京
福
バ
ス

系統 事業者番号 系統名

地
域
間
幹

線
系
統
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②実績輸送量および経常収支率 

 

【各系統の実績輸送量（赤字は 15人未満）および経常収支率】 

 
 

＜参考：地域間幹線系統、県単広域とは・・・＞ 

地域間幹線系統とは、複数の市町村にまたがって走る広域的な路線バスで、1 日あたりの計画運行回

数が３回以上、輸送量が 15 人～150 人/日、経常赤字が見込まれる系統をいう。県単広域とは、前述

の運行回数や輸送量の要件を満たさない広域的な路線バス系統をいう。 

 

  

H30 R1 R2 R3 R4 H30 R1 R2 R3 R4

1 武生越前海岸線 20.2 17.6 17.1 16.4 15 49% 41% 42% 39% 35%

2 福浦線 15.1 15.1 12.2 9.5 6.7 54% 51% 43% 39% 28%

3 南越線 19.7 24.3 21.3 20.5 21 42% 47% 47% 45% 42%

4 鯖浦線（かれい崎） 10.2 9 6.9 8.6 9.6 40% 33% 27% 37% 34%

5 鯖浦線（織田） 12 14.1 15.9 20.3 22 30% 33% 38% 51% 50%

6 池田線 13 ― ― 6 6.3 25% ― ― 20% 20%

7 越前海岸ブルーライン 54.6 54.6 35.9 34.2 36.4 46% 45% 32% 31% 31%

8 エンゼルランド線 ― 22 9.2 10.1 8.8 ― 45% 21% 27% 23%

9 丸岡線 78.1 21 17.1 12.9 17.5 57% 74% 64% 49% 60%

10 県立病院丸岡線 45.2 45.1 39.6 39.9 37.4 56% 60% 50% 55% 49%

11 大学病院線 17.5 20 19.6 15.9 18 86% 86% 79% 70% 74%

12 大和田丸岡線 ― 46.2 40.7 39.5 38.5 ― 56% 47% 49% 45%

13 大和田大学病院線 ― 89.9 64.5 69 80.1 ― 69% 48% 54% 60%

14 勝山大野線 15.3 15.3 11.2 12.2 15.3 38% 38% 28% 31% 36%

15 大野線 54.7 42.9 33 32.4 36.3 42% 48% 36% 37% 39%

16 清水グリーンライン 66.1 68.4 49.9 46.8 50.1 51% 53% 38% 38% 38%

17 西田中宿堂線 15 15 12.9 12.7 12.6 62% 61% 50% 54% 50%

18 東尋坊線 71.9 73.3 45 34.5 45.1 73% 74% 49% 36% 46%

19 芦原丸岡永平寺線 16.5 16.5 11.4 8 7.9 70% 69% 44% 36% 33%

20 三国丸岡線 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

21 春江丸岡線 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

49% 53% 41% 40% 40%

1 武生越前海岸線 5.1 5.3 3 0.7 1 64% 63% 38% 12% 15%

2 王子保河野海岸線 ― ― 6 4.9 4.6 ― ― 23% 19% 17%

3 運転者教育センター ― 9.6 6 4.5 8.4 ― 53% 32% 26% 44%

4 大学病院新田塚線 7.2 9 7.2 4.5 5.4 38% 49% 37% 26% 29%

5 茱崎線 8.1 9.3 7.2 6 6 27% 30% 22% 20% 19%

6 鶁三国線 9 9 7.5 9 6 37% 33% 23% 28% 24%

7 丸岡永平寺線 5.4 5.5 4.1 4.4 4.9 19% 19% 14% 14% 15%

31% 33% 23% 20% 20%

実輸送量（人）
系統

経常収支率（％）
路線名番号事業者
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③各路線の必要性 

 

【地域幹線系統の一覧表】 

  

1 武生越前海岸線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

越前町（旧織田・宮崎・越前地区）から越前市内への通学や通院、ＪＲや福武線へ
の乗継のための手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

2 福浦線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

越前町（旧織田・宮崎・越前地区）から福井市内への通勤通学や通院、越前海岸に
向かう観光客の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

3 南越線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

越前市今立地区から越前市武生地区への通学や通院、買物、ＪＲや福武線への乗継
のための手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

4 鯖浦線（かれい崎） ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

鯖江市内の大型商業施設への買物や、越前町・鯖江市内からＪＲや福武線への乗継
のための手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

5 鯖浦線（織田） ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

鯖江市内の大型商業施設への買物や、越前町・鯖江市内からＪＲや福武線への乗継
のための手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

6 池田線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

池田町から越前市内への通学や通院・買物等の生活路線として必要である。越前市
から池田町方面への観光利用のために必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

7 越前海岸ブルーライン ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

福井市越廼地区から福井市中心部への通勤通学、通院や、越前海岸に向かう観光客
の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

8 エンゼルランド線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市春江町から福井市中心部への通勤通学、福井市から坂井市への通院や、福井
市中心部からｴﾝｾﾞﾙﾗﾝﾄﾞへの移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

9 丸岡線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市丸岡町、福井市北東部から福井市中心部への通勤通学、通院や、福井市中心
部から丸岡城へ向かう観光客の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

10 県立病院丸岡線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市丸岡町、福井市北東部から福井市中心部への通勤通学や、県立病院への通
院、大型商業施設への買物のための手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

11 大学病院線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

福井駅や松岡駅から福井大学病院への通院や、県立大学、福井大学への通学手段と
して必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

12 大和田丸岡線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市丸岡町、福井市北東部から福井市中心部への通勤通学や、大型商業施設への
買物、丸岡城への観光客の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

13 大和田大学病院線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

永平寺町、福井市北東部から福井市中心部への通勤通学、大型商業施設への買物、
福井大学病院への通院等の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

14 勝山大野線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

勝山市と大野市を結ぶ唯一の公共交通機関であり、勝山市から大野市内の高校への
通学や、勝山市内の総合病院への通院等の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

15 大野線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

大野市、福井市美山地区から福井市中心部への通勤通学や通院等の手段として必要
である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

16 清水グリーンライン ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

福井市南西部から福井市中心部への通勤通学や通院、福井市清水地区の乗継拠点か
ら各方面への乗継のための幹線として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

17 西田中宿堂線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

越前町朝日地区、福井市南西部から福井市中心部への通勤通学や通院、福井市清水
地区の乗継拠点から各方面への乗継のための幹線として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

18 東尋坊線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

あわら市、坂井市域内および広域の通勤通学や通院、芦原温泉駅から芦原温泉街や
東尋坊等に向かう観光客の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

19 芦原丸岡永平寺線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

あわら市、坂井市、永平寺町域内および広域の通勤通学や通院、芦原温泉駅から丸
岡城や大本山永平寺に向かう観光客の移動手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

20 三国丸岡線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

21 春江丸岡線 ４条乗合
幹線補助
車両購入補助

坂井市および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確
保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。

系統 番号 実施主体 系統名 路線維持の必要性事業区分 補助事業の活用
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【県単広域の一覧表】 

 

  

1 武生越前海岸線 ４条乗合 県単広域補助
越前市、越前町および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、県単広域補助事
業により運行を確保・維持する必要がある。

2 王子保河野海岸線 ４条乗合 県単広域補助
越前市、南越前町および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく県単広域補助事業
により運行を確保・維持する必要がある。

3 運転者教育センター ４条乗合 県単広域補助
福井市、坂井市および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、県単広域補助事
業により運行を確保・維持する必要がある。

4 大学病院新田塚線 ４条乗合 県単広域補助
福井市、坂井市、永平寺町および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく県単広域補助事業
により運行を確保・維持する必要がある。

5 茱崎線 ４条乗合 県単広域補助
福井市、越前町および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、県単広域補助事
業により運行を確保・維持する必要がある。

6 鶁三国線 ４条乗合 県単広域補助
福井市、坂井市および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、県単広域補助事
業により運行を確保・維持する必要がある。

7 丸岡永平寺線 ４条乗合 県単広域補助
坂井市、永平寺町および広域の通勤通学や通院の手段として必要である。
一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、県単広域補助事
業により運行を確保・維持する必要がある。
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系統 番号 実施主体 系統名 事業区分 補助事業の活用 路線維持の必要性
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（３）バス運転士等の採用者数と離職者数の推移 

【自動車運転の職業の有効求人倍率の推移（正社員）】 

 

出典：福井労働局 HP 

※各年７月の数値、自転車運転の職業はタクシー・貨物輸送も含む 

 

 

【京福バス・福鉄バスの採用者数と離職者数の推移等】 

 

  人数 平均年齢 充足状況 

運転士（乗合） 231 57 87％ 

運転士（貸切） 30 58 100％ 

技術職員（整備士等） 16 44 84％ 

事務職員 87 54 97％ 

出典：令和４年運転士等従業員調べ（福井県） 
※人数、平均年齢、充足率は、京福バスと福鉄バスの合算 

  

4.48 

2.60 
2.97 

3.41 
3.15 

1.87 
1.42 

1.78 
2.12 1.99 

0

1

2

3

4

5

R1 R2 R3 R4 R5

自動車運転の職業 職業全体

(年)



44 

（４）バスの改善要望 

【住民アンケート】 

 
 

【利用者アンケート】 
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鉄道・バスの乗り換え時間の短縮

スマホなどでの遅延・運行情報の提供
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への対応
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３）各市町のコミュニティバス等 

（１）利用状況 

 

【利用状況の推移】 

 

 

 

※コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通、自家用有償（無償）の利用実績 

出典：市町ヒアリング結果 

  

（人/年）

福井市 あわら市 坂井市 永平寺町 勝山市 大野市 鯖江市 越前市 池田町 南越前町 越前町

H30年度 73,202 37,505 90,118 34,260 77,188 29,270 143,579 70,505 16,287 10,625 30,914

R1年度 74,262 36,716 86,034 29,961 69,795 22,133 137,233 66,313 16,615 10,339 30,996

R2年度 58,083 29,896 62,250 21,529 42,017 17,493 101,353 48,036 14,319 8,573 21,582

R3年度 61,807 32,655 61,412 25,205 46,756 19,924 106,630 50,402 13,761 8,305 19,367

R4年度 68,366 32,730 60,931 29,167 54,662 19,414 114,148 49,248 14,109 9,658 15,215



46 

 

（２）運行経費 

 

【運行経費の推移】 

 

 

 

※コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通、自家用有償（無償）の運行経費 

出典：市町ヒアリング結果 

  

（千円）

福井市 あわら市 坂井市 永平寺町 勝山市 大野市 鯖江市 越前市 池田町 南越前町 越前町

H30年度 76,438 34,854 85,445 44,706 53,211 54,181 86,489 51,012 16,457 28,441 66,190

R1年度 83,176 35,410 85,649 44,536 54,637 52,030 88,517 52,108 25,595 35,937 66,103

R2年度 103,560 30,927 89,515 45,930 54,765 53,257 107,440 61,020 22,533 37,558 68,020

R3年度 115,147 34,568 89,450 54,501 54,678 62,004 107,405 60,393 22,280 39,622 69,045

R4年度 105,983 36,150 102,478 53,701 59,680 69,486 109,594 60,514 25,401 59,569 53,552
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４）タクシー 

（１）利用状況 

 

 

【福井県のタクシー交通圏】 【福井県タクシー協会（正会員）事業者数と車両数】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：一般社団法人福井県タクシー協会ＨＰ 

 

 

【輸送人員と運送収入の推移（福井県）】 【延べ走行キロと車両数の推移（福井県）】 

 

 
 

出典：福井県統計年鑑 
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地域 市町 会社数 車両数

福井市 13 408

あわら市 6 103

永平寺町 2 22

鯖江市 2 27

計 23 560

勝山市 2 15

大野市 3 12

計 5 27

越前市 4 46

池田町 1 1

南越前町 1 4

越前町 1 5

計 7 56

35 643合計

福井交通圏

勝山・大野地区

武生交通圏
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（２）タクシー運転士の採用者数と離職者数の推移 

 

【運転士数の推移】 

 

出典：数字で見る中部の運輸 2023 

【県内タクシー事業者（５社）の運転士の 

年齢構成（Ｒ４年度末時点）】 

【運転士採用数と離職者数の推移】 

 

 

出典：運転士等従業員調べ（福井県） 

 
出典：運転士等従業員調べ（福井県） 
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３. 今後の公共交通の利用意向 

 

 

【公共交通が改善した場合の利用意向】 【マイカー利用の抑制意向】 

  

【将来的なマイカー利用意向】 

 
 

 

  

【公共交通改善時の手段転換意向】

49%
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【マイカー利用を控えることについて】
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4
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【将来的なマイカー利用意向】
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47%

11%
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近い将来（５年以内くらい）には運転

をやめたい

当面運転を続けるが、将来的には
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運転免許の返納支援制度が充実す

れば、免許を返納し運転をやめたい

ずっと運転を続けたい

1
2

3
4

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(N=990)
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４. 北陸新幹線の開業効果 

１）北陸新幹線の概要 

 

【北陸新幹線ルート略図】 

 

 

 

【北陸新幹線 全線開業による所要時間短縮効果】 
 
◇開 業 日 ２０２４年３月１６日（土） 

◇編 成   Ｅ７系・Ｗ７系 １２両編成 

◇最速達列車の到達時分 

・東京～福井間 ２時間５１分（３６分短縮） 

 敦賀間 ３時間  ８分（５０分短縮） 
※北陸新幹線を利用時 

・大阪～福井間 １時間４４分（  ３分短縮） 

金沢間 ２時間  ９分（２２分短縮） 

 富山間 ２時間３５分（２９分短縮） 
※特急「サンダーバード」、北陸新幹線を利用時 

・名古屋～福井間 １時間３３分（  ３分短縮） 

金沢間 ２時間  ９分（１６分短縮） 

富山間 ２時間３５分（２３分短縮） 
※東海道新幹線、特急「しらさぎ」、北陸新幹線を利用時 

到達時分は計画中のもので、一部変更となる可能性があります。 

 

出典：西日本旅客鉄道株式会社ニュースリリース資料（R5.8） 
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２）北陸新幹線の開業効果 

 

 

 出典：日本政策投資銀行における経済波及効果（R2.2） 
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５. 地域公共交通の利用促進等に関する取組状況 

１）各市町および事業者の取組状況 

              【各市町の主な取組内容】      （令和元年度～令和４年度） 

 主な取組内容（抜粋） 

サ
ー
ビ
ス
改
善 

⚫ 11市町中 11市町実施 

福井市 大野市 勝山市 鯖江市 あわら市 

 フルデマンドタクシー

運行開始 

 すまいるバスダイヤの

改正 

 まちなか循環バスのダ

イヤ改正 

 道の駅開業に合わせた

路線名変更 

 コミュバス、観光バス、

恐 竜 館 直 通 便 の

NAVITIME 対応 

 つつじバスのダイヤ改

正 

 車内抗菌コーティング

を実施 

越前市 坂井市 永平寺町 池田町 南越前町 越前町 

 免許返納者へのサ

ービス提供簡素化 

 市民バスのダイヤ

改正 

 オンデマンド型交

通の実証実験 

 コミュバスのダイ

ヤ改正 

 コミュバスの新規

バス停設置 

 近助タクシー実用

化エリア拡大 

 町民協働マイバス

の新型車両を購入 

 町営路線バス運行

の見直し 

 AI オンデマンドバ

ス運行の実証実験 

 町内の交通体系大

幅見直し 

 デマンドタクシー

新設 
 

情
報
提
供 

⚫ 11市町中 11市町実施 

福井市 大野市 勝山市 鯖江市 あわら市 

 路線・時刻表の変更に対

する住民等への周知 

 希望者へのマイ時刻表

の作成 

 グーグルマップ等への

バス情報の追加、更新 

 希望者へのマイ時刻表

の作成 

 観光施設へのバス時刻

表の作成 

 携帯時刻表の全戸配布 

 HP 上でのバスロケ情報

発信 

 最新の停留所を記載し

たパンフレット、地図を

製作 

越前市 坂井市 永平寺町 池田町 南越前町 越前町 

 市民バス時刻表の

全戸配布 

 庁内職員に公共交

通の利用案内 

 バス停表示板の改

修 

 時刻表の配布 

 希望者へのマイ時

刻表の作成 

 コミュバスの運行

ルート、時刻表改正 

 地区ごとに対応し

た時刻表を配布 

 町 HP での住民利用

バスの周知 

 グーグルマップへ

のコミュバス運行

情報登載 

 

利
用
促
進 

⚫ 11市町中 11市町実施 

福井市 大野市 勝山市 鯖江市 あわら市 

 出前講座 

 カー・セーブ運動 

 福鉄企画乗車券の充実 

 越美北線利用拡大キャ

ンペーン事業 

 イベント時増便・循環バ

ス情報掲載 

 次回無料券の配布 

 越美北線沿線の買い物

補助券の配布 

 高齢者等バス・タクシー

利用券配布 

 スキー場利用促進事業

を実施 

 つつじバス出前講座の

実施 

 福井鉄道西鯖江駅 P&R

駐車場の供用開始 

 高齢者向け乗合タクシ

ー説明会の開催 

 カー・セーブ運動 

越前市 坂井市 永平寺町 池田町 南越前町 越前町 

 駅でイベント開催 

 福鉄企画乗車券の

充実 

 福井鉄道野外学習

等への支援 

 えち鉄との連携イ

ベントの開催 

 オンデマンド型交

通の説明会 

 小学生への近助タ

クシー乗り方教室

の開催 

 カー・セーブ運動 

 中学生向けにマイ

バス、定期券助成の

説明会 

 広報誌において町

公共交通特集ペー

ジを掲載 

 AI オンデマンドバ

スの説明会 

 コミュバス無料運

行期間の実施 

 デマンドタクシー

利用促進・説明会 

 

ハ
ー
ド
整
備 

⚫ 11市町中８市町実施 

福井市 大野市 勝山市 鯖江市 あわら市 

 福鉄駅待合環境の整備

改修 

 福鉄及びえち鉄多言語

対応 

   つつじバス車両を１台

購入 

 バスへの愛着醸成 

 停留所の新設、移設、廃

止 

 あわら湯のまち駅の多

言語案内・トイレ改修 

越前市 坂井市 永平寺町 池田町 南越前町 越前町 

 福鉄待合環境の整

備改修 

 市民バス車両購入 

 北府駅鉄道ミュー

ジアムの整備 

 駅のリニューアル、

バリアフリー化 

 駅の照明機器取替、

修繕 

 えち鉄駅トイレ改

修 

 コミュバス新型を

購入 

  南条地区の住民利

用バス車両購入 

 デマンドタクシー

の車両購入 

 

そ
の
他 

＜福井市＞ 

 ミライロ ID に対応 

 ラッピング電車 

 危険なバス停対応 

＜勝山市＞ 

 乗り方教室の実施 

＜越前市＞ 

 危険バス停の移設 

 越前たけふ駅二次交通需要調査に着手 

＜越前町＞ 

 危険バス停の縮減 
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【事業者の主な取組内容】 

主な取組内容（抜粋） 

＜鉄道事業者＞ 

 イベント列車等の運行 

 車両工場見学会の開催 

＜バス事業者＞ 

 バスの乗り方教室の開催 

 キャッシュレス導入 

＜バス協会＞ 

 バスの日イベントの開催 

＜その他＞ 

・まちづくり団体による公共交通

乗車割引券の配布 

 

参考：嶺北地域の公共交通利用促進の取組 

【越美北線利用拡大に向けた取組】 【北府駅でのイベント】 

    

【ふくい公共交通共通乗車割引券】 【田原町駅前広場でのイベント】 
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２）二次交通のエンタメ化の検討 

【二次交通エンタメ化プロジェクトの内容】 

目的 
観光地が点在することを前向きに捉え、福井駅周辺からの移動を楽しめる仕掛けをつくることに

より、観光客の満足度を高め、リピーターにつなげる。 

戦略 

乗りたくなる仕掛けづくり 乗って楽しい仕掛けづくり 

○恐竜列車の運行（えちぜん鉄道福井駅～勝山駅） 

○戦国列車の運行（JR 越美北線） 

○レトラムの運行（福井鉄道福井駅～たけふ新駅） 

○恐竜バスの運行（福井駅東口～恐竜博物館） 

○ラッピングタクシーの運行（JR福井駅前発着） 

○ユニークな車両の企画運行 

○鉄道と「駅メモ」がコラボしたデジタルスタ

ンプラリーの実施 

○越美北線ＡＲガイドアプリの導入 

○すまいるバス×イケボイス化プロジェクト 

○観光タクシーの運行 

○観光型ＭａａＳの導入 

○ふくいＭａａＳの導入 

 

 
出典：県都にぎわい創生協議会資料（令和 4 年 11 月時点修正） 

 

 

 


